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バイザリー業務委託料
令
和
６
年
度

広
陵
町
一
般
会
計
補
正
予
算

補正予算
審査

【概要説明】
　中央公民館整備を右記の第
３案をベースにＰＦＩ事業（※注
１）で行うため、計画立案、
プロポーザル仕様書案・契約書
案などに対し、民間能力を活用
するための業務委託である。
令和6年度に1,000万円を追加
令和7年度に700万円を確保す
るための補正
予算案である。

「広陵中央公民館再整備基本方針策定支援業務報告書」より抜粋

中央公民館アドバイザリー契約1,700万円に議論が集中した総務文教委員会では「否
決すべきもの」と決定したのだからこの部分を削除して採決するのが自然だ。
原案では民間企業に設計・施工・運用まで一括して委ねるPFI方式を採用し、自治基本
条例で定める住民に知らせ考え合意を得る手法が蔑ろにされる可能性が大きく反対。

１万人の署名を集め、議会に中央公民館建て替えの要望が出され、議会は全会一致
で可決し町当局に送った。当局からは、はしお元気村や他の町施設を利用する案な
ど、論点からずれた案ばかりが出てくるので反対。

町の中核公共施設である整備事業案であることから、自治基本条例に鑑み、町民に
明確な説明と役場組織内の横断的調整に努め、合意形成を得たのち、この事業にお
いて町としての確固たる軸を決定し、計画立案等の業務委託決定を行うべき。
拙速でなく、慎重かつ丁寧な進行を望む。
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①H29.11.29「中央公民館の早期建て替えを要望する会」が1万筆の署名と２４名の請願を提出。
　　　　　　　12月議会にて、全会一致で採択。
②R４.２　　 「広陵町の公民館建替及び文化芸術の振興のあり方検討委員会」の答申。
③R５.３　　　公共施設としての安全性、財政的負担の持続性、現在の中央公民館が果たしている機能の確
　　　　　　　保を同時に実現する方法を検討し、町が「広陵中央公民館再整備検討基礎調査報告書」を提出。
④R６.３　　　住民アンケート及びワークショップの結果、住民支持が多かった第３案をベースに、町が
　　　　　　 「広陵中央公民館再整備基本方針策定支援業務報告書」を提出。

原案反対

≪これまでの経緯≫

３案【集約再編】
〈第2ステップ〉
グリーンパレスを取
り壊して、役場庁舎、
議場兼ホールを建設

役場庁舎を新設
さわやかホール4階
を会議室等で共用
議場兼ホールを新設

大規模イベント時等
には不足（今後検討）

〈第1ステップ〉
はしお元気村を
改修

【大規模改修】
はしお元気村、さわ
やかホール、グリー
ンパレスは改修して
使い続ける

【現地建替え】
はしお元気村、さわ
やかホール、グリーン
パレスは改修して使
い続ける

議場兼ホール（移動
観覧席125～145席）

多目的ホールを
防音改修、平土間

さわやかホール3階
を共用

はしお元気村を
改修

大規模イベント時等
には不足（今後検討）

はしお元気村
駐車場と共用

移動観覧席
300席

移動観覧席
300席

大規模改修現地建替え

大規模改修現地建替え

役
場
庁
舎

中
央
公
民
館

行政部分

議会部分

駐 車 場

ホ ー ル

諸　　室

駐 車 場

初期費用 54.0億円 39.6億円 41.2億円
１年当たり

ライフサイクルコスト 3.43億円 3.55億円 2.11億円

１案 ２案



さわやかホール、グリーンパレス はしお元気村
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中央公民館整備事業ＰＦＩアド

中央公民館機能を、はしお元気村に移転し施設整備することで、芸術・文化等の練習・発表会場として、
より安全安心な施設とする。手段として、公民連携ＰＦＩアドバイザリー業務委託により提案を受けるが、
業者の提案を丸飲みするのではなく、厳しい議論の上で町民から高い評価を受けることが目的。
令和８年供用開始に向け、スピーディな取組を求めて賛成。

総務文教委員会において、中央公民館整備事業PFIアドバイザリー業務委託料の件で様々な議論の結果、
反対した。
しかしながら、再考したところ、本予算は中央公民館の再整備を行うため、他の施設に公民館機能をもっ
ていく計画等の資料作成に2年間のPFI事業として委託するものであり、具体的に進めて行くための予算で
あると認識した。
　また住民の方との説明の機会を持つことを重視し、対話をより進められることを求め、今回の修正案に
反対し、原案に賛成。

現状の公民館の危険性を鑑み、先延ばしはすべきでない。その上で、現実に公民館を利用されている皆様
の声をよく聞き、話し合いをお願いする。公民館と名前を冠した、フロアー、もしくは、区画を作ること
は、合意形成を図るうえで、重要な核心部分であると考えるので、法的に問題がなければ、そのようにお
願いする。

中央公民館建て替えについては、新複合施設整備としての方向性が示された。今回提案の業務委託は、
PFI法に基づき公共施設等の設計・建設・維持管理等、基本的なプロセスを求めるもので、基本計画の策
定にあっては、利用者への誠実な説明とともに広く町民の意見を募る機会を設け、早期実現に取組むべき
であり賛成。修正案は反対。

原案賛成

第３案に関係する
公共施設

※注1【PFIって？？】
「PFI（Private Finance 
Initiative：プライベー
ト・ファイナンス・イニ
シアティブ）」とは、公
共施設等の建設、維持管
理、運営等を民間の資金、
経営能力及び技術的能力
を活用して行う手法。

議案第４７号「令和６年度広陵町一般会計補正予算（第５号）」に対する附帯決議
　同補正予算中に、令和６年度中央公民館整備事業ＰＦＩアドバイザリー業務委託料、１，０００万円、令和７年
度の債務負担行為として、同業務の委託料として上限７００万円が計上されています。当事業は広陵中央公民館の
再整備を行うに当たり、「はしお元気村」に公民館機能を付加するための基本計画の策定、民間事業者の導入可能
性調査から契約に関する諸手続きや資料作成等につき２か年のＰＦＩ事業として委託するものであり、広陵中央公
民館再整備事業を具体的に推進するための予算といえます。
　一方で、広陵中央公民館の再整備に関しては、平成２９年に「中央公民館建替えを要望する会」から「広陵中央
公民館の早期の建て替に関する要望書」が提出されるなど、様々な立場でそれぞれのご意見の方がおられます。少
なくない予算を投じ、中央公民館の再整備に臨むに当たっては、自治基本条例を制定し「対話と協働のまちづく
り」を標ぼうする本町としては丁寧な対話と住民合意の形成を期待するところであります。
　したがって、可決された本予算中の「広陵中央公民館整備事業ＰＦＩアドバイザリー業務」の執行については、
以下の事項に従い取り組むことを要望いたします。
　 記
１　中央公民館の利用者等、利害関係者への誠実な説明を実施すること
２　機能移転後の施設の活用方法や、新複合施設整備の基本計画の策定にあたっては、十分な時間的余裕をもち、
　　広く町民の意見を募る機会を複数媒体で設けること
　　以上、決議する。
　　　令和６年９月２６日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県広陵町議会

議案提出
（第47号）

総務文教委員会
9/17

本会議 9/26

原 案
可 決

修正案
否決

附帯決議
原案可決

委員会
付託

否決
すべきもの

討論・採決

原　案 修正案

動議

中央公民館、かぐや姫ホール 広陵町役場



4

広陵町議会だより　127号

令
和
５
年
度

決
算

決算
審査一般会計

歳入総額

歳出総額

町民税、軽自動車税などの「自主財源」　　56億7,315万円（３７．７％）
国や県からの補助金や交付金「依存財源」　93億7,672万円（６２．３％）

150億4,987万円

145億3,690万円

【問】町の財政状況につ
　いて、わかりやすく説
　明する決意を。
【答】毎年、広報に決算、
　予算状況を掲載。
　見ていただいているか
　苦慮している。
　情報発信について研究
　し、取り組む。

一般会計
【問】自治基本条例展開支援業務委託をし
　ているが、その成果、委託先は。
【答】「ＮＰＯ政策研究所」に業務委託し、
　推進会議の運営支援や自治基本条例の
　あり方の講義をいただき、区長・自治会長
　会、職員研修
　などでの総合
　ファシリティー
　として委託し
　ている。

総務費

【問】ねたきり老人理髪
　サービス事業の利用件
　数と、利用にあたり介
　護認定を受けていなく
　ても可能か。
【答】31回、22人の方が
　利用。基本的には寝た
　きり等で、要介護２以
　上の認定を受けている
　方が対象となる。また、
　障害者手帳をお持ちの
　方で、一定以上の等級
　の方で外出できない方
　が対象となる。

民生費

土木費

【問】産業支援センター運営事
　業、広陵町の事業者の利用件
　数、利用率は。また、広陵町、
　大和高田市以外の事業者が
　利用された場合、負担する金
　額は。
【答】全９３７件の相談件数の
　内、３５５件が広陵町で、約
　38％。事業者数では、全１６６
　社中、53事業者、全体の約
　32％を占めている。また、広
　陵町と大和高田市以外の事
　業者が利用された際の負担
　金は１件、１相談２万円として
　いる。

農商工費

【問】竹取公園周辺地区
　設計業務の実績と、芝
　滑りを夏場の水遊び場
　所として活用しては。
【答】竹取公園内で民間
　活力を導入するための
　検討業務、測量業務を
　発注した。また、芝滑
　り部分については、夏
　場も利用いただいてい
　るので、別の場所を検
　討したい。

【問】それぞれの発着場所に、
　ドクターヘリが何回発着した
　のか。また、消火栓ボックス
　の消防ホース使用期限の点検
　はされているのか。
【答】広陵町内に発着場所が５
　箇所あり、実績としては、子ど
　もスポーツ広場２件、真美ケ
　丘第一小学校０件、浄化セン
　ター９件、広陵健民グラウン
　ド０件、竹取公園０件である。
　また、消火栓ホースは通常の
　訓練程度で使用するのでは
　あれば、20年程度交換の必
　要がないと確認している。

消防費

農業塾受講１年目　常松恵さん
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特別会計 徹底チェック！！　私たちの税金

【問】石塚霊園の埋葬数
　と予約数は。
【答】令和５年度末時点
　で、埋葬数６４件、生
　前予約は２０件。

墓地事業特別会計【問】町外にある医療施
　設と介護福祉施設の
　一体型施設へ入所す
　る場合、その対応は。
【答】介護医療院は県内
　４か所あるが、住所地
　特例として、住民票を
　移さず入所することは
　可能。火葬料金につい
　ても、住所地特例とし
　て扱われるため、本町
　の住民として利用する
　ことができる。

介護保険特別会計

【問】人間ドック助成金は当
　初予算で見込んでいた申
　請者数が大きく下回って
　いる理由は。また助成金額
　の増額を検討してみては。
【答】その大きな理由は、
　「うっかり忘れていた」、
　「申込み後に体調が悪く
　なって保険適用医療分と
　して受診してしまった」等
　がある。
　補助額について、今後も受
　診実績を研究して関係課
　と協議の上、決定していき
　たい。

国民健康保険特別会計【問】一部負担金３割の
　話が浮上しているが、
　どう対応しているか。
【答】国や奈良県広域連
　合の動向を見て進めて
　いきたい。

後期高齢者医療特別会計

【問】残食率について、中
　学校給食センター分の年
　間の残食率平均が６．８
　％であるが、香芝市・広陵
　町の各々の残食率を教え
　てほしい。
【答】残食率については、
　香芝市中学校４校の平均
　が５．３％、広陵町中学校
　２校では平均10．８％で
　ある。
　対策としては、両校におい
　て良い点を共有しながら、
　残食率を下げていきたい。

学校給食特別会計【問】普及率は、98．5％
　と高水準であるが、未
　だ、くみ取り式の家庭
　もあるが今後はどうし
　ていくのか。
【答】普及率１００％を目
　指しているところであ
　るが、下水道を普及さ
　せるのが困難な地域も
　あるため、地元要望と
　の関連も見ながら少し
　ずつ解消していきたい。

下水道事業会計

【問】長期前受金戻入の金額と長期前受金の金額との関
　係性は。
【答】長期前受金について、たとえば、水道管布設に対する
　国庫補助金が４分の１補助されるが、補助金を受けた年
　に現金が増え、国庫補助金を活用して設置した水道管は
　設置40年間減価償却費として費用化していく。費用化す
　る減価償却費として、活用した国庫補助金を財源として
　充当する戻入という処理となる。減価償却する費用の財
　源を明確にするため、このような処理となる。

水道事業会計
委  員  長　坂口　友良
副委員長　河野伊津美
委　　員　八尾　春雄
委　　員　谷内　和昭
委　　員　小原　　薫
委　　員　小西　栄枝
委　　員　谷　　禎一

決算審査特別委員会



　7月22日、大淀町あらかしホールにて奈良県町村
議会議長会・全議員研修会が開かれ、講師として関
西大学社会安全学部の河田惠昭氏が「奈良県におけ
る防災対策を考える」をテーマに講演されました。
　南海トラフ大地震はもちろん奈良盆地東縁断層帯
の活断層にも注意が必要で、有事の際、被害が大拡
大「相転移」になることを学びました。本町として
も大地震災害を自分事として捉え、広陵町地域防災
計画の具体的な見直しを改めて必要があると考えさ
せられました。
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令和６年度全議員研修会
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議会Newsニュース

　9月30日、王寺町議会議員12名が、予約型乗合バ
ス「のるーと広陵元気号」の取り組み状況について
視察に来られました。
　当日は町の担当職員から概要説
明の後、スマートフォンを用いた
アプリでの予約体験や実際に予約
をしての乗車体験、さわやかホー
ル内の電話オペレーション施設等
について視察されました。

王寺町からの視察研修受入

　8月24日、橿原市で第30回奈良県消防操法大会で
北葛城郡代表として、自分の職業を持ちながら4か
月の猛訓練に挑み、広陵消防団から代表5名が「小
型ポンプ操法の部」で見事優勝され、山村町長に御
報告されました。
　また10月12日には宮城県利府町で開催される
「第30回全国消防操法大会」に奈良県代表として、
日頃の訓練を遺憾なく発揮し全国優勝を狙ってくだ
さいとの応援・激励がありました。

広陵町消防団小型ポンプ操法優勝に伴い表敬訪問されました
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地域のつながり地域のつながり
第25回

町内で活動している団体やサークルを
紹介します。（活動団体は、営利活動を目
的としない公共性・公益性が高いボラン
ティア的な団体を掲載しています。）

●散歩するのは不審者抑止
　など防犯につながるはず

●公園を散歩出来ていた時
　は、子どもたちや高齢者
　の見守り・犬との触れ合
　いの場にもなっていた…

●飼い主のマナーが悪いと
　ころあるのかもしれない

活動内容

問合先

設立の目的

●散歩＝パトロール地域
　の防犯につながる！

●愛犬家もそうでない人
　も安心して一緒に過ご
　せる場所を作りたい！

●愛犬家のマナー向上を
　図ろう！

思っていたこと…

①愛犬家マナー向上 ②わんわんパトロール隊

●愛犬家がいると同時に、
　苦手な人もいることは
　理解している。　
●愛犬家のマナーやモラルが
　向上すれば、共存や住み分
　け、交流の場が増えるのではないかと考え「フン
　は持ち帰る」「おしっこに水をかけて流す」「周り
　への配慮を忘れない」を会としてお願いし、参画
　いただいている方に缶バッジをお渡しし、実行し
　てもらっている。　
●ありがたいことに３～４年ほどで、ふん尿に対す
　る苦情を聞かなくなった。

●「わんわんパトロール隊」
　のバンダナを犬の身に着
　け、日課の散歩をしている。　
●毎日の犬の散歩が、ながら見守りとなり、地域防
　犯につながるとして、香芝警察署とも連携し不審
　者情報を共有。　
●現在、35頭が「パトロール犬」として登録いただい
　ているが、随時加入を受け付けているので、ぜひ、ご
　賛同いただける愛犬家の方々にご協力いただきたい。

現在は横峯公園、かつらぎの道を軸に活動していますが
町全体の動きにしたいと思って啓発活動をしています。

 ルールとマナーを守ってすべての人と動物が幸せに暮らせる広陵町にしたいです。

詳しくはHPへ所在：奈良県北葛城郡広陵町馬見北５丁目３－１２　おうちCaféわんこ堂内
ＴＥＬ：０７４５－５５－７０６５　　会長：川本喜弘　事務局：吉田勝彦

ワンダフルな街を創る会 事務局

ワンダフルな街を創る会
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広陵町議会だより　127号

令和6年第２回臨時会（令和６年８月２６日）
議案番号 件　　　　名 概　　　　　　要

議案番号 件　　　　名 概　　　　　　要

議案第４２号

報告第１６号

報告第１７号

報告第１８号

議案第４３号

議案第４４号

議案第４５号

議案第４６号

議案第４７号
  （修正案）

議案第４７号

議案第４８号

議案第４９号

議案第５０号
　～第５７号

議案第５８号

教育振興部を総合保健福祉会館に移転、これに要する設計
監理委託料及び改修工事費　5,193万円
南郷８号線橋梁整備事業　繰越明許費追加　7,114万円　
　　　　

すべての会計に関し、基準となる指数以下で資金不足は生じてい
ない

箸尾準工業地区の開発に伴う土地開発公社の経営状況につ
き報告を受ける

真美ケ丘第二小の西側擁壁の剥がれにより真美ケ丘地区小・
中３校の緊急擁壁改修設計委託料を追加　　2,360万円

任期満了に伴う教育委員会の委員について任命を同意

本町医療費助成事業が、マイナンバーカードを活用したデジタ
ル化に係る令和６年度先行実施事業として国に採択されたこ
とを受け所要の改正。個人番号を利用することができる事務
として精神障がい者の医療費助成事務を追加　

住民票の除票及び戸籍の附票の除票交付手数料にかかる規
定整備。証明書等の手数料100円を200円に、200円を300
円に（交付可能な多機能端末機による場合は200円に据置）

地域包括支援センターにおける職員の人材確保が困難となっ
ている現状を踏まえ、職員配置の柔軟化を図ることを目的に
所要の改正

総務文教委員会で否決すべきものと決された主な理由は、中
央公民館に関する事業への補正予算であった。
中央公民館に関する２件の補正予算を削除した補正予算

総合保健福祉会館改修に伴うネットワーク委託料及び施設備
品等　2,817万円
中央公民館整備事業ＰFIアドバイザリー業務委託　1,000万円
令和7年度債務負担行為　700万円

前年度の精算による償還金、基金積立金等

資本的支出における的場外地内配水管布設工事費　4,840
万円

令和5年度決算認定

ＪＶ応札7者による指名競争入札
契約金額　　7,950万9,100円（税込）

令和６年度広陵町一般会計補正予算（第４
号）

令和５年度決算に基づく健全化判断比率及
び資金不足比率の報告について

令和５年度広陵町土地開発公社の経営状況
の報告について

令和６年度広陵町一般会計補正予算（第３
号）の専決処分の報告について

教育委員会の委員の任命につき同意を求め
ることについて

広陵町行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部を改正することについて

広陵町手数料徴収条例の一部を改正するこ
とについて

広陵町地域包括支援センターにおける包括
的支援事業の実施に関する基準を定める条
例の一部を改正することについて

令和６年度広陵町一般会計補正予算（第５号）

令和６年度広陵町介護保険特別会計補正予
算（第１号）

令和６年度広陵町水道事業会計補正予算
（第１号）

令和５年度広陵町一般会計歳入歳出決算
　広陵町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
　広陵町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
　広陵町介護保険特別会計歳入歳出決算
　広陵町墓地事業特別会計歳入歳出決算
　広陵町学校給食特別会計歳入歳出決算
　広陵町水道事業会計剰余金の処分及び決算
　広陵町下水道事業会計剰余金の処分及び決算

古寺川調整池整備工事（５工区）に係る請
負契約の締結について

工期の延長により契約期間満了日を変更

箸尾準工業地区道路整備事業第２期工事及び河川事業の受委託
に関し、広陵町土地開発公社と協定を締結することについて議会
の議決を求める

規約別表第１中「被保険者証及び資格証明書」を「資格確認書
等」に改める

地方自治法第284条第2項の規定により奈良県広域水道企業団
を設立することについて、規約により関係地方公共団体と協議し
たいので、同法第290条の規定により議決を求める

奈良広域水質検査センター組合は、令和７年３月３１日での解散を予
定していることから、事務の継承を行うため所要の変更を行う

地方自治法第288条の規定により、令和７年３月３１日をもって解散
することについて同法第290条の規定により議会の議決を求める

地方自治法第289条の規定により、組合解散に伴う財産処分を関
係地方公共団体との協議の上定めることについて、議会の議決を
求める

国民健康保険法の一部が改正され、被保険者の廃止に関する規
定等が令和６年１２月２日から施行されることに伴う所要の改正
を行う

第３０回全国消防操法大会出場に伴う関係経費　587万円

決算審査のため７名で委員会を設置

国は、保険証を持てず保険診療を受けられない人が生じることの
ないよう、保険証の廃止とマイナンバーカードへの一体化について
中止を含め見直すことを強く要望

中央公民館再整備に当たり、利用者等利害関係者への誠実な説
明と共に新複合施設整備の基本計画策定に当たっては、広く町民
の意見を募る機会を設けることを要望

古寺川調整池整備工事（４工区）に係
る請負契約の変更について

箸尾準工業地区道路整備事業第２期工
事及び河川事業の受委託に関する広陵
町土地開発公社との協定について

奈良県後期高齢者医療広域連合規約の
変更について

奈良県広域水道企業団の設立に関する
協議について

奈良広域水質検査センター組合規約の
変更について

奈良広域水質検査センター組合の解散
について

奈良広域水質検査センター組合の解散
に伴う財産処分について

広陵町国民健康保険条例の一部を改正
することについて

令和６年度広陵町一般会計補正予算
（第６号）

決算審査特別委員会設置に関する決議
について

健康保険証廃止の中止等を求める意見
書について

議案第４７号「令和６年度一般会計補
正予算（第５号）」に対する附帯決議
について

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

----　　　　　　------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

令和6年第3回定例会（令和６年9月4日～9月２６日）
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広陵町議会だより　127号

教育振興部を総合保健福祉会館に移転、これに要する設計
監理委託料及び改修工事費　5,193万円
南郷８号線橋梁整備事業　繰越明許費追加　7,114万円　
　　　　

すべての会計に関し、基準となる指数以下で資金不足は生じてい
ない

箸尾準工業地区の開発に伴う土地開発公社の経営状況につ
き報告を受ける

真美ケ丘第二小の西側擁壁の剥がれにより真美ケ丘地区小・
中３校の緊急擁壁改修設計委託料を追加　　2,360万円

任期満了に伴う教育委員会の委員について任命を同意

本町医療費助成事業が、マイナンバーカードを活用したデジタ
ル化に係る令和６年度先行実施事業として国に採択されたこ
とを受け所要の改正。個人番号を利用することができる事務
として精神障がい者の医療費助成事務を追加　

住民票の除票及び戸籍の附票の除票交付手数料にかかる規
定整備。証明書等の手数料100円を200円に、200円を300
円に（交付可能な多機能端末機による場合は200円に据置）

地域包括支援センターにおける職員の人材確保が困難となっ
ている現状を踏まえ、職員配置の柔軟化を図ることを目的に
所要の改正

総務文教委員会で否決すべきものと決された主な理由は、中
央公民館に関する事業への補正予算であった。
中央公民館に関する２件の補正予算を削除した補正予算

総合保健福祉会館改修に伴うネットワーク委託料及び施設備
品等　2,817万円
中央公民館整備事業ＰFIアドバイザリー業務委託　1,000万円
令和7年度債務負担行為　700万円

前年度の精算による償還金、基金積立金等

資本的支出における的場外地内配水管布設工事費　4,840
万円

令和5年度決算認定

ＪＶ応札7者による指名競争入札
契約金額　　7,950万9,100円（税込）

令和６年度広陵町一般会計補正予算（第４
号）

令和５年度決算に基づく健全化判断比率及
び資金不足比率の報告について

令和５年度広陵町土地開発公社の経営状況
の報告について

令和６年度広陵町一般会計補正予算（第３
号）の専決処分の報告について

教育委員会の委員の任命につき同意を求め
ることについて

広陵町行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部を改正することについて

広陵町手数料徴収条例の一部を改正するこ
とについて

広陵町地域包括支援センターにおける包括
的支援事業の実施に関する基準を定める条
例の一部を改正することについて

令和６年度広陵町一般会計補正予算（第５号）

令和６年度広陵町介護保険特別会計補正予
算（第１号）

令和６年度広陵町水道事業会計補正予算
（第１号）

令和５年度広陵町一般会計歳入歳出決算
　広陵町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
　広陵町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
　広陵町介護保険特別会計歳入歳出決算
　広陵町墓地事業特別会計歳入歳出決算
　広陵町学校給食特別会計歳入歳出決算
　広陵町水道事業会計剰余金の処分及び決算
　広陵町下水道事業会計剰余金の処分及び決算

古寺川調整池整備工事（５工区）に係る請
負契約の締結について

議案番号 件　　　　　　名 概　　　　　　要

議案第５９号

議案第６０号

議案第６１号

議案第６２号

議案第６３号

議案第６４号

議案第６５号

議案第６６号

議案第６７号

   議員提出
 議案第４号

   議員提出 議案第５号

   議員提出 議案第６号

工期の延長により契約期間満了日を変更

箸尾準工業地区道路整備事業第２期工事及び河川事業の受委託
に関し、広陵町土地開発公社と協定を締結することについて議会
の議決を求める

規約別表第１中「被保険者証及び資格証明書」を「資格確認書
等」に改める

地方自治法第284条第2項の規定により奈良県広域水道企業団
を設立することについて、規約により関係地方公共団体と協議し
たいので、同法第290条の規定により議決を求める

奈良広域水質検査センター組合は、令和７年３月３１日での解散を予
定していることから、事務の継承を行うため所要の変更を行う

地方自治法第288条の規定により、令和７年３月３１日をもって解散
することについて同法第290条の規定により議会の議決を求める

地方自治法第289条の規定により、組合解散に伴う財産処分を関
係地方公共団体との協議の上定めることについて、議会の議決を
求める

国民健康保険法の一部が改正され、被保険者の廃止に関する規
定等が令和６年１２月２日から施行されることに伴う所要の改正
を行う

第３０回全国消防操法大会出場に伴う関係経費　587万円

決算審査のため７名で委員会を設置

国は、保険証を持てず保険診療を受けられない人が生じることの
ないよう、保険証の廃止とマイナンバーカードへの一体化について
中止を含め見直すことを強く要望

中央公民館再整備に当たり、利用者等利害関係者への誠実な説
明と共に新複合施設整備の基本計画策定に当たっては、広く町民
の意見を募る機会を設けることを要望

古寺川調整池整備工事（４工区）に係
る請負契約の変更について

箸尾準工業地区道路整備事業第２期工
事及び河川事業の受委託に関する広陵
町土地開発公社との協定について

奈良県後期高齢者医療広域連合規約の
変更について

奈良県広域水道企業団の設立に関する
協議について

奈良広域水質検査センター組合規約の
変更について

奈良広域水質検査センター組合の解散
について

奈良広域水質検査センター組合の解散
に伴う財産処分について

広陵町国民健康保険条例の一部を改正
することについて

令和６年度広陵町一般会計補正予算
（第６号）

決算審査特別委員会設置に関する決議
について

健康保険証廃止の中止等を求める意見
書について

議案第４７号「令和６年度一般会計補
正予算（第５号）」に対する附帯決議
について

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

議会の傍聴にお越しください！
議会はみなさんに公開しています。気軽に来てください。

町議会本会議は、役場３階の議場で、３月、６月、９月、１２月の４回
開かれます。日程については、議会事務局までお問い合わせください。
ホームページにも掲載予定です。
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広陵町議会だより　127号

議
案
第
45
号
広
陵
町
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

住
民
票
等
の
発
行
は
、
手
数
料
を
負
担
さ
れ
交

付
し
て
い
る
が
、
そ
の
経
費
の
す
べ
て
を
手
数
料

で
は
な
く
、
不
足
分
は
公
費
負
担
で
あ
り
、
利
用

さ
れ
な
い
方
も
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
。
税
金
で

補
う
限
度
も
あ
り
、
公
平
性
を
考
え
判
断
す
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
手
数
料
に
差
を
つ
け
る
こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
更
な
る
普
及
促
進
に
繋
が
る
た
め
、
本
議

案
に
賛
成
と
す
る
。

　
料
金
を
低
く
抑
え
て
き
て
お
り
、
よ
い
こ
と

は
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
ほ
し
い
。

議
案
第
47
号 

令
和
６
年
度
広
陵
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

P
2
・
3
参
照

賛成 反対
　
箸
尾
準
工
造
成
工
事
で
役
場
職
員
の
人
件
費
が

土
地
開
発
公
社
に
計
上
さ
れ
ず
不
正
経
理
の
疑
い

が
強
い
。
本
人
や
保
護
者
の
了
解
を
得
な
い
で
名

簿
４
情
報
を
紙
媒
体
で
自
衛
隊
に
提
供
す
る
の
は

情
報
漏
洩
に
当
た
り
中
止
す
べ
き
だ
。
民
間
企
業
に
設

計
・
施
工
・
運
用
ま
で
委
ね
る
P
F
I
方
式
で
な
く
自
治

基
本
条
例
に
基
づ
い
た
住
民
合
意
を
築
く
た
め
に
努
力
す

べ
き
だ
。「
広
陵
中
央
公
民
館
の
建
て
替
え
を
要
望
す
る

会
」
と
は
綿
密
な
協
議
を
行
え
。
高
い
ご
み
袋
は
せ
め
て

半
額
に
し
て
暮
ら
し
応
援
に
尽
く
せ
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
労
働
者
性
に
つ
い
て
労
働
基
準
監
督
署
の
指
導

を
受
け
よ
。
公
共
交
通
で
は
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
施
を
求

め
る
。
会
計
年
度
職
員
の
処
遇
改
善
に
努
力
す
べ
し
。

議
案
第
50
号 

令
和
５
年
度
広
陵
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

歳
入
は
、
税
の
徴
収
率
は
99
・
55
％
と
高
く
、

公
平
、
公
正
と
い
う
面
か
ら
一
層
の
努
力
を
お
願

い
し
た
い
。
他
の
科
目
に
お
い
て
も
、
適
切
な
収

入
財
源
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
成
果
が
伺
え
る
。

ま
た
、
歳
出
で
は
、
災
害
対
策
、
箸
尾
準
工
業
、
公
共
交

賛成 反対

　
国
保
の
県
単
位
化
で
保
険
税
の
引
き
上
げ
が
行

わ
れ
た
が
住
民
は
「
払
え
る
国
保
に
し
て
ほ
し

い
」
が
一
貫
し
た
要
望
だ
。
以
前
行
っ
て
い
た
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
や
申
請
減
免
制
度
も
廃
止

さ
れ
、
ま
た
均
等
割
で
は
就
学
前
の
子
ど
も
は
半
額
免
除

さ
れ
て
い
る
が
、
子
ど
も
が
増
え
れ
ば
増
税
に
な
り
支
援

に
逆
行
し
て
い
る
。

通
、
こ
ど
も
園
の
整
備
、
学
童
保
育
、
中
央
公
民
館
問
題
、

指
定
ご
み
袋
の
半
額
、
シ
ル
バ
ー
の
労
務
問
題
等
、
様
々

な
議
論
が
あ
る
が
、
事
業
執
行
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い
。

ま
た
、
主
要
施
策
で
の
事
業
展
開
の
成
果
も
伺
え
、
決
算

数
値
も
健
全
財
政
を
維
持
さ
れ
て
お
り
、
委
員
会
で
の

様
々
な
課
題
点
、
指
摘
事
項
、
意
見
、
要
望
等
を
整
理
検

討
さ
れ
、
次
年
度
の
予
算
に
反
映
さ
せ
、
町
の
将
来
を
見

据
え
た
計
画
で
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
運
営

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
し
、
本
議
案
は
賛
成
と
す
る
。

議
案
第
51
号 

令
和
５
年
度
広
陵
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

反対
　
同
じ
所
得
、
世
帯
構
成
で
あ
れ
ば
、
県
内
の
ど

こ
に
住
ん
で
も
保
険
料
水
準
が
同
じ
と
な
る
保
険

料
水
準
の
統
一
を
目
指
し
、
保
険
料
率
の
最
終
調

整
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
子
育
て
支
援
で
は
、

出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ
、
産
前
産
後
期
間
の
保
険

税
軽
減
、
集
団
健
診
の
回
数
見
直
し
や
申
込
方
法
の
工
夫

を
し
、
受
診
勧
奨
事
業
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本
議
案
は

賛
成
と
す
る
。

賛成　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
受
け
ら
れ
る

医
療
を
差
別
す
る
許
し
が
た
い
制
度
で
あ
り
認
め

ら
れ
な
い
。「
高
齢
社
会
対
策
大
綱
」
で
は
窓
口
負

担
3
割
負
担
対
象
拡
大
を
掲
げ
た
。
掛
金
を
広
陵

町
議
会
で
決
め
ら
れ
ず
、
ま
た
被
保
険
者
の
代
表
で
な
く

市
町
村
議
会
の
中
か
ら
議
員
を
選
ぶ
非
民
主
的
な
運
営
も

問
題
が
あ
る
。

議
案
第
52
号 

令
和
５
年
度
広
陵
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

反対

令和６年９月定例会　議案採決状況一覧（○賛成　×反対）
※採決が分かれた議題のみを載せております。

議　　　案 議決結果

議 案 第 ４ ５ 号
議案第４７号（修正案）
議案第４７号（原案）
議 案 第 ５ ０ 号
議 案 第 ５ １ 号
議 案 第 ５ ２ 号
議 案 第 ５ ３ 号
議 案 第 ５ ５ 号
議 案 第 ６ １ 号
議 案 第 ６ ２ 号
議員提出議案第５号
議員提出議案第６号

原 案 可 決
否　　　決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
否　　　決
原 案 可 決

吉
村
眞
弓
美

山
田
美
津
代

青
木
義
勝

坂
野
佳
宏

谷　

禎
一

笹
井
由
明

小
西
栄
枝

岡
本
晃
隆

千
北
慎
也

坂
口
友
良

小
原　

薫

谷
内
和
昭

八
尾
春
雄

河
野
伊
津
美

-----------------------------------
-----------------------------------
-----------------------------------
-----------------------------------
-----------------------------------
-----------------------------------
-----------------------------------
-----------------------------------
-----------------------------------
-----------------------------------
-----------------------------------
-----------------------------------
-----------------------------------

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

×
○
×
×
×
×
×
×
×
×
○
×

○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○

○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○

○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○

○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○

○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
×
×

○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○

○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
×
×

○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○

○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○

×
○
×
×
×
×
×
×
×
×
○
×

○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
×
×

○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○



11

広陵町議会だより　127号

　
提
案
の
よ
う
に
、
規
約
変
更
に
よ
っ
て
保
険
証
を
発
行

し
な
い
と
国
民
皆
保
険
制
度
が
崩
れ
る
心
配
や
マ
イ
ナ
保

険
証
が
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
不
安
が
広
が
っ

て
い
る
。

　
現
在
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、
現
役
世
代
の
減

少
が
著
し
く
な
る
中
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

さ
ら
な
る
構
築
の
た
め
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

な
ど
、
介
護
予
防
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
支

え
る
側
」「
支
え
ら
れ
る
側
」
と
い
う
関
係
を
超
え
た
、
住
民
主

体
の
通
い
の
場
や
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
、
本
町
の
実
情
に
合
わ

せ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
も
、
本
町
の
実
情
に
合
わ
せ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
に
期
待
し
賛
成
と
す
る
。

議
案
第
53
号 
令
和
５
年
度
広
陵
町
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
小
学
校
給
食
費
4
0
0
円
引
き
上
げ
決
定
後
、
保
護

者
を
中
心
と
す
る
反
対
運
動
に
押
さ
れ
て
令
和
8
年
3

月
ま
で
経
過
措
置
を
講
じ
て
い
る
が
、
引
き
上
げ
決
定

そ
の
も
の
を
撤
回
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
国
や
県
が
学

校
給
食
費
の
無
償
化
に
応
じ
な
い
こ
と
を
理
由
に
独
自
財
源
で

の
無
償
化
を
行
っ
て
い
な
い
。

反対

　
け
い
は
ん
な
丘
陵
に
70
万
人
が
住
む
都
市
が
で
き
る
と

見
込
み
そ
の
水
需
要
に
応
え
る
た
め
に
大
滝
ダ
ム
の
建
設

が
進
め
ら
れ
た
が
現
在
こ
の
都
市
は
建
設
さ
れ
て
い
な
い
。

水
の
広
域
化
で
自
己
水
の
廃
止
を
求
め
た
り
、
職
員
の
削
減
に
結

び
つ
く
も
の
で
容
認
で
き
な
い
。
料
金
設
定
が
わ
が
町
で
出
来
な

く
な
り
自
主
性
が
損
な
わ
れ
る
。

　
本
町
水
道
事
業
が
抱
え
る
課
題
は
、
施
設
の
老
朽
化
、

必
要
な
収
入
の
確
保
に
よ
る
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ

と
で
あ
り
、
す
べ
て
の
事
業
体
の
共
通
課
題
で
も
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
の
設
立
と
と
も

に
加
入
し
、
今
後
5
年
間
の
現
行
料
金
の
凍
結
、
統
合
後
10
年
間

の
国
・
県
の
財
政
支
援
に
よ
り
、
老
朽
管
等
の
更
新
を
積
極
的
に

推
進
で
き
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
大
で
あ
り
、
賛
成
と
す
る
。

　
こ
の
決
議
案
は
住
民
の
声
を
聞
こ
う
と
し
な
い
P
F
I

方
式
へ
の
弥
縫
策
で
あ
り
反
対
と
す
る
。

　
中
央
公
民
館
整
備
事
業
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業

務
委
託
料
の
件
で
、
委
員
会
で
は
賛
成
者
少
数
で
否
決
、

本
会
議
で
は
可
決
と
な
っ
た
議
案
で
あ
り
、
重
く
受
け

止
め
提
案
さ
れ
た
た
め
、
館
の
利
用
者
等
へ
の
説
明
等
、

複
合
施
設
計
画
策
定
に
お
い
て
は
、
時
間
的
余
裕
を
持
ち
町
民

の
意
見
を
募
る
機
会
を
設
け
る
要
望
で
あ
る
た
め
、
附
帯
決
議

に
賛
成
と
す
る
。

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
保
険
証
読
み
取
り
機

器
の
不
具
合
や
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
る
。

　
そ
の
際
資
格
確
認
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
保
険
証
で

あ
る
か
ら
残
す
べ
き
。

　
ま
た
、
現
行
の
保
険
証
は
期
限
が
来
れ
ば
保
険
証
が
送
ら
れ

て
く
る
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は
５
年
ご
と
に
役
場
に
行
き
自
分

で
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
更
新
を
忘
れ
る
と
10
割
支
払

う
こ
と
に
な
り
大
変
な
負
担
を
国
民
が
被
る
、
そ
こ
で
こ
の
意

見
書
に
賛
成
と
す
る
。

議
案
第
55
号 

令
和
５
年
度
広
陵
町
学
校
給
食
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方
、
ま
た
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
も
、
保
険
証
と
紐

づ
け
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
12
月
2
日
以
降
に

資
格
確
認
書
を
発
行
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
文

言
の
整
理
の
み
で
、
何
ら
反
対
す
る
理
由
が
な
い
た
め
、
本
議
案

に
つ
い
て
は
賛
成
と
す
る
。

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
62
号 

奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
の

設
立
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案

　

第
５
号

健
康
保
険
証
廃
止
の
中
止
等
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案

　
第
６
号

議
案
第
47
号「
令
和
６
年
度
広
陵
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）」に
対
す
る

附
帯
決
議
に
つ
い
て

　
介
護
報
酬
連
続
削
減
、
１
割
負
担
の
利
用
料
の
２
割

３
割
へ
の
引
き
上
げ
、
介
護
施
設
の
食
費
・
居
住
費
の

負
担
増
、
要
支
援
１
・
２
の
訪
問
通
所
介
護
の
保
険
給

付
外
し
、
要
介
護
１
・
２
の
特
養
締
め
出
し
な
ど
の
改

悪
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
で
は
介
護
の
基
盤
が
脆
弱
に
な
る

の
は
当
然
だ
。

反対賛成 　
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
は
毎
年
増
加
し
、
そ
れ
を
支

え
る
現
役
世
代
の
保
険
料
等
の
負
担
が
大
変
重
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
が
現
実
。
世
代
間
の
負
担
の
公
平
性
を

図
り
、
持
続
可
能
な
制
度
と
し
て
い
く
た
め
に
、
見
直
し
を
し

て
い
く
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
た
め
賛
成
と
す
る
。

賛成

反対賛成

　
食
育
の
成
果
か
残
食
率
が
令
和
４
年
度
よ
り
改
善
。

安
定
供
給
の
た
め
の
調
理
業
務
委
託
、
物
資
の
選
定
、

納
入
、
及
び
小
学
校
給
食
に
お
い
て
値
上
げ
分
の
補
助

を
さ
れ
保
護
者
負
担
軽
減
に
努
め
る
な
ど
、
誠
実
に
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
事
業
運
営
は
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。

賛成

反対 賛成賛成

反対
　
効
率
的
な
社
会
保
障
制
度
づ
く
り
に
取
り
組
む
中
で
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
個
人
や
医
療
機
関
が
医
療
に

関
す
る
デ
ー
タ
化
が
有
効
で
あ
る
と
し
、
令
和
６
年
12
月

２
日
に
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

紐
づ
け
た
マ
イ
ナ
保
険
証
に
一
本
化
さ
れ
る
法
律
が
可
決
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
利
用
者
に
と
っ
て
デ
ー
タ
に
基
づ
く
、
よ
り
良
い

医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
手
続
き
な
し
で
高
額
療
養
費
の
限
度

反対 賛成 議
案
第
61
号 

※
弥
縫
策
（
び
ほ
う
さ
く
：
失
敗
・
欠
点
な
ど
を

　
一
時
的
に
取
り
繕
う
と
す
る
も
の
）

額
を
超
え
る
支
払
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
大
き
な
効
果
が
期

待
さ
れ
、
保
険
証
廃
止
の
中
止
等
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
は

反
対
と
す
る
。



い
て
は
、
二
元
的
な
も
の
で
は
な
く
、

一
元
的
に
協
定
に
基
づ
い
て
町
と
公

社
の
受
委
託
を
整
理
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
広
陵
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
消
防
の
全
国
大
会
に
出
場
さ
れ

る
の
を
機
会
に
、
広
陵
町
を
Ｐ
Ｒ
し

て
は
い
か
が
か
。

施
行
し
、
当
初
と
比
べ
面
積
や
事
業

費
が
増
え
た
り
し
て
い
る
の
で
、
一

度
、
現
時
点
で
、
当
初
か
ら
見
直
し

た
内
容
の
資
料
を
作
成
し
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　
　
箸
尾
準
工
業
地
区
道
路

整
備
事
業
第
２
期
工
事
及
び
河
川
事

業
の
受
委
託
に
関
す
る
広
陵
町
土
地

開
発
公
社
と
の
協
定
に
つ
い
て

　
　
令
和
６
年
３
月
31
日
で
広
陵
町

土
地
開
発
公
社
と
の
契
約
が
終
わ
っ

て
い
る
が
、
現
場
で
は
工
事
が
進
ん

で
い
る
。
普
通
で
あ
れ
ば
受
委
託
が

完
了
し
た
ら
精
算
し
、
報
告
す
る
手

続
き
を
行
う
が
、
こ
の
契
約
方
法
で

よ
い
の
か
。

　
　
令
和
４
年
８
月
に
町
と
公
社
が

協
定
を
締
結
し
、今
回
は
２
期
の
道
路

事
業
と
河
川
事
業
に
つ
い
て
、町
か
ら

公
社
へ
の
委
託
、
こ
れ
に
つ
い
て
の

承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

間
は
、
公
社
の
役
割
と
し
て
、
土
地

の
造
成
事
業
を
進
め
て
い
る
。
町
と

公
社
に
よ
る
契
約
に
基
づ
い
て
、
町

が
公
社
に
委
託
し
て
い
た
。
こ
の
期

間
に
、
空
白
期
間
が
あ
っ
た
こ
と
は

反
省
し
て
い
る
。
今
回
の
協
定
に
つ

域
な
の
で
、
す
ぐ
に
タ
ク
シ
ー
が
来

る
よ
う
に
な
る
か
、
と
は
別
問
題
で

疑
問
で
あ
る
が
。

　
　
今
回
は
実
証
実
験
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
の
方
が
病
院
受
診
の
た
め

に
、
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
い
た
だ
く

際
に
、
ど
の
程
度
の
配
車
が
ア
プ
リ

内
で
利
用
さ
れ
て
、
す
ぐ
に
来
る
の

か
調
査
し
、
タ
ク
シ
ー
施
策
の
今
後

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

 

古
寺
川
調
整
池
整
備

工
事
（
５
工
区
）
に
係
る
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
古
寺
川
調
整
池
整
備
工

事
（
４
工
区
）
に
係
る
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

　
　
当
初
の
予
定
か
ら
規
模
や
予
算

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の

辺
の
わ
か
り
や
す
い
資
料
を
提
出
し

て
欲
し
い
。

　
　
平
成
緊
急
内
水
対
策
事
業
と
し

て
、
令
和
元
年
か
ら
本
格
的
事
業
を

       　
　
　
令
和
６
年
度
広
陵
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
　
中
央
公
民
館
整
備
事
業
Ｐ
Ｆ
Ｉ

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
に
つ
い
て
具
体
的
な

業
務
内
容
は
。

　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
民
間
資
金
を
活
用
し

た
新
た
な
手
法
を
用
い
て
実
施
す
る

場
合
、
公
共
発
注
費
用
か
ら
民
間
発

注
に
し
た
と
き
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
を
比
較
し
て
、
ど
れ
だ
け
費

用
が
削
減
で
き
る
か
の
割
合
を
提
示

し
て
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
良
い
の
か
、
従
来

方
式
が
良
い
の
か
、
ま
た
、Ｐ
Ｆ
Ｉ

に
し
た
と
き
に
ど
の
程
度
費
用
が
削

減
で
き
る
の
か
、
２
年
間
か
け
て
精

査
し
、
有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、

募
集
要
領
の
策
定
や
、
弁
護
士
に
意

見
照
会
を
し
な
が
ら
、
契
約
す
る
書

類
作
成
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
だ
く
業
務
で
あ
る
。

　
　
ア
プ
リ
に
よ
る
妊
産
婦
向
け
タ

ク
シ
ー
事
業
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル

化
で
Ｇ
Ｏ
チ
ケ
ッ
ト
を
配
付
す
る
こ

と
で
、
よ
り
便
利
に
な
る
と
思
う
が
、

元
々
タ
ク
シ
ー
が
捕
ま
り
に
く
い
地
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広陵町議会だより　127号

委員会の窓

総
務
文
教
委
員
会

議
案
第
47
号

議
案
第
58
号

回
答

議
案
第
59
号

議
案
第
60
号

質
問

質
問

回
答

回
答

回
答

質
問

質
問

全
員一致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

賛
成
少
数
で
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員一致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　第３回定例会（９月議会）に上程され、総務文教委員会・厚生建設委員会に付託された
１６件について審査を行いました。その結果は本議会に上程され採決されます。その主な
内容と結果をお知らせします。

　
　
規
約
の
範
囲
内
で
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
た
い
。
旗
に
つ
い
て
も
当
日
設
置

す
る
予
定
で
あ
る
。



い
て
は
、
二
元
的
な
も
の
で
は
な
く
、

一
元
的
に
協
定
に
基
づ
い
て
町
と
公

社
の
受
委
託
を
整
理
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
広
陵
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
消
防
の
全
国
大
会
に
出
場
さ
れ

る
の
を
機
会
に
、
広
陵
町
を
Ｐ
Ｒ
し

て
は
い
か
が
か
。

施
行
し
、
当
初
と
比
べ
面
積
や
事
業

費
が
増
え
た
り
し
て
い
る
の
で
、
一

度
、
現
時
点
で
、
当
初
か
ら
見
直
し

た
内
容
の
資
料
を
作
成
し
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　
　
箸
尾
準
工
業
地
区
道
路

整
備
事
業
第
２
期
工
事
及
び
河
川
事

業
の
受
委
託
に
関
す
る
広
陵
町
土
地

開
発
公
社
と
の
協
定
に
つ
い
て

　
　
令
和
６
年
３
月
31
日
で
広
陵
町

土
地
開
発
公
社
と
の
契
約
が
終
わ
っ

て
い
る
が
、
現
場
で
は
工
事
が
進
ん

で
い
る
。
普
通
で
あ
れ
ば
受
委
託
が

完
了
し
た
ら
精
算
し
、
報
告
す
る
手

続
き
を
行
う
が
、
こ
の
契
約
方
法
で

よ
い
の
か
。

　
　
令
和
４
年
８
月
に
町
と
公
社
が

協
定
を
締
結
し
、今
回
は
２
期
の
道
路

事
業
と
河
川
事
業
に
つ
い
て
、町
か
ら

公
社
へ
の
委
託
、
こ
れ
に
つ
い
て
の

承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

間
は
、
公
社
の
役
割
と
し
て
、
土
地

の
造
成
事
業
を
進
め
て
い
る
。
町
と

公
社
に
よ
る
契
約
に
基
づ
い
て
、
町

が
公
社
に
委
託
し
て
い
た
。
こ
の
期

間
に
、
空
白
期
間
が
あ
っ
た
こ
と
は

反
省
し
て
い
る
。
今
回
の
協
定
に
つ

域
な
の
で
、
す
ぐ
に
タ
ク
シ
ー
が
来

る
よ
う
に
な
る
か
、
と
は
別
問
題
で

疑
問
で
あ
る
が
。

　
　
今
回
は
実
証
実
験
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
の
方
が
病
院
受
診
の
た
め

に
、
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
い
た
だ
く

際
に
、
ど
の
程
度
の
配
車
が
ア
プ
リ

内
で
利
用
さ
れ
て
、
す
ぐ
に
来
る
の

か
調
査
し
、
タ
ク
シ
ー
施
策
の
今
後

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

 

古
寺
川
調
整
池
整
備

工
事
（
５
工
区
）
に
係
る
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
古
寺
川
調
整
池
整
備
工

事
（
４
工
区
）
に
係
る
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

　
　
当
初
の
予
定
か
ら
規
模
や
予
算

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の

辺
の
わ
か
り
や
す
い
資
料
を
提
出
し

て
欲
し
い
。

　
　
平
成
緊
急
内
水
対
策
事
業
と
し

て
、
令
和
元
年
か
ら
本
格
的
事
業
を

       　
　
　
令
和
６
年
度
広
陵
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
　
中
央
公
民
館
整
備
事
業
Ｐ
Ｆ
Ｉ

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
に
つ
い
て
具
体
的
な

業
務
内
容
は
。

　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
民
間
資
金
を
活
用
し

た
新
た
な
手
法
を
用
い
て
実
施
す
る

場
合
、
公
共
発
注
費
用
か
ら
民
間
発

注
に
し
た
と
き
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
を
比
較
し
て
、
ど
れ
だ
け
費

用
が
削
減
で
き
る
か
の
割
合
を
提
示

し
て
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
良
い
の
か
、
従
来

方
式
が
良
い
の
か
、
ま
た
、Ｐ
Ｆ
Ｉ

に
し
た
と
き
に
ど
の
程
度
費
用
が
削

減
で
き
る
の
か
、
２
年
間
か
け
て
精

査
し
、
有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、

募
集
要
領
の
策
定
や
、
弁
護
士
に
意

見
照
会
を
し
な
が
ら
、
契
約
す
る
書

類
作
成
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
だ
く
業
務
で
あ
る
。

　
　
ア
プ
リ
に
よ
る
妊
産
婦
向
け
タ

ク
シ
ー
事
業
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル

化
で
Ｇ
Ｏ
チ
ケ
ッ
ト
を
配
付
す
る
こ

と
で
、
よ
り
便
利
に
な
る
と
思
う
が
、

元
々
タ
ク
シ
ー
が
捕
ま
り
に
く
い
地
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広陵町議会だより　127号

議
案
第
67
号

全
員一致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員一致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
63
号

議
案
第
64
号

議
案
第
65
号

議
案
第
66
号

質
問

回
答

　
　
　
　
　
広
陵
町
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
令
和
6
年
12
月
2
日
以
降
も
医

療
費
助
成
の
手
続
き
は
で
き
る
の
か
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
対
応

で
き
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
方
に
は
、
福
祉
医
療

証
を
発
行
す
る
。

　
　
　
　
　
広
陵
町
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

質
問

質
問

回
答

議
案
第
44
号

議
案
第
45
号

議
案
第
46
号

質
問

厚
生
建
設
委
員
会

　
　

手
数
料
2
0
0
円
は
、
町
独
自

の
考
え
か
、
そ
れ
と
も
国
か
ら
の
指

示
か
。

　
　
町
独
自
で
定
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
広
陵
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
包
括
的
支
援
事

業
の
実
施
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て

　
　

他
の
人
の
労
働
時
間
を
換
算
し

て
当
て
て
い
る
か
の
よ
う
に
読
め
る

が
、
こ
の
方
法
は
適
正
か
。

　
　

法
令
の
常
勤
換
算
の
仕
方
が
変

わ
り
、
複
数
名
で
常
勤
に
換
算
で
き

議
案
第
48
号

議
案
第
49
号

議
案
第
61
号

議
案
第
62
号

回
答

回
答

回
答

回
答

質
問

回
答

回
答

質
問

質
問

質
問 全

員一致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員一致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員一致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員一致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

る
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
広
陵
町
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
的
場
区
排
水
管
布
設
工
事
の
具

体
的
背
景
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
広
瀬
川
河
川
改
修
工
事
で
課
題

が
判
明
し
、
そ
の
解
消
の
た
め
に
現

状
ル
ー
ト
と
違
う
ル
ー
ト
に
口
径
を

ア
ッ
プ
し
た
管
を
布
設
す
る
と
い
う

内
容
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
12
月
2
日
が
迫
る
中
、
ど
の
よ

う
な
段
取
り
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
の
紐

付
け
が
な
い
人
に
は
、
資
格
確
認
証

を
発
行
す
る
。

　
　
　
　
　
奈
良
県
広
域
水
道
企
業

団
の
設
立
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
　
加
入
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
水
道
料
金
収
入
の
減
少
、
水
道

技
師
不
足
な
ど
の
課
題
を
解
消
で
き

る
。ま
た
、留
保
資
金
が
多
い
広
陵
町

　
　
規
約
の
範
囲
内
で
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
た
い
。
旗
に
つ
い
て
も
当
日
設
置

す
る
予
定
で
あ
る
。

は
、
令
和
7
年
か
ら
10
年
間
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
が
投
入
さ
れ
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
特
に
な
い
。

　
　
小
規
模
の
水
道
事
業
者
が
減
少

す
る
懸
念
を
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
今
後
４
年
間
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

令
和
６
年
度
広
陵
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ

ン
タ
ー
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ

ン
タ
ー
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ

ン
タ
ー
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処

分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
広
陵
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て
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た に    よ し  か ず   

議長 谷　禎 一

町政を

問う
一  般
質  問

　一般質問を 9月 10 日、11 日及び 12 日に行い
ました。
　なお、質問内容及び答弁内容については、紙面
の都合上、要約掲載となっておりますので、詳細
につきましてはインターネット中継、または会議
録をご覧ください。
　会議録は、12月上旬に町役場及び町施設のサー
ビスカウンターに配置し、広陵町ホームページに
も掲載する予定です。
　答弁者の「理事者」との記載は、
町長、副町長、教育長、関係部次
長の発言を要約して掲載する場合
に用いています。

●

●
広陵町災害対応について
自治基本条例について

河野　伊津美　議員（1５ページ）

●

●

●

住宅の耐震化に対する支援を
公共施設のＡＥＤの設置場所
西小学校東側フェンスについて

小原　  薫　議員（１６ページ）

●

●

●

学童運営改善を指導するアドバイザーの資格は
支援スタッフ、指導員にも研修体系を
学校業務支援員などの配置は

坂口　友良　議員（１７ページ）

●

●

●

放課後子ども育成教室の改善を求める請願
について
自衛隊への名簿提出について
中央公民館建て替えについて

八尾　春雄　議員（２０ページ）

●

●
入札制度の改善について
野良猫のＴＮＲ活動について

坂野　佳宏　議員（２２ページ）

●

●
子どもたちの居場所について
不登校児童への支援

小西　栄枝　議員（２１ページ）

●

●
高齢者対策の推進について
障がい者の雇用促進について

笹井　由明　議員（１８ページ）

●

●

●

携帯トイレの備蓄とマンホールトイレについて
避難所の案内看板について
体育館にクーラーの設置を

谷内　和昭　議員（２４ページ）

●

●

●

５歳児健診の導入について
高齢者の終活支援について
緊急通報システムについて

吉村　眞弓美　議員（２５ページ）

●

●
民間委託会社の学童クラブの研修体制について
高齢者支援について４問

山田　美津代　議員（２７ページ）
●

●
広陵北地域のまちづくり進捗状況
防災対策の取組について

岡本　晃隆　議員（１９ページ）

● ＧＩＧＡスクール構想の恩恵を幅広く
千北　慎也　議員（２３ページ）

● 官民（公民）連携の現況と今後
青木　義勝　議員（２６ページ）
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自
治
基
本
条
例
に

つ
い
て

まちづくり
　
　
自
治
基
本
条
例
の
周
知
・
普

及
は
進
ん
で
い
な
い
。

　
何
が
必
要
と
考
え
る
か
、
２
点

お
聞
き
す
る
。

　
　
災
害
発
生
時
、
自
助
が
最
優

先
で
、次
に
共
助
、１
週
間
後
に
は

公
助
を
期
待
し
た
い
。

　
再
確
認
の
た
め
３
点
お
聞
き
す

る
。

①
指
定
避
難
所
備
蓄
品
に
つ
い
て
。

②
防
災
公
園
の
西
谷
公
園
に
つ
い

　
て
。

③
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
。

広
陵
町
災
害
対
応
に

つ
い
て

防災

 

町
長

①
指
定
避
難
所
18
箇
所
中
６
箇
所
、

　
備
蓄
品
保
管
ス
ペ
ー
ス
確
保
が

　
困
難
な
状
況
。
町
の
備
蓄
品
を

　
速
や
か
に
運
び
入
れ
る
手
段
確

　
立
に
つ
い
て
も
検
討
。

 

町
長

　
自
治
基
本
条
例
は
、
ま
ち
づ
く

り
主
体
の
町
民
、
町
議
会
、
行
政

が
連
携
し
、
進
め
て
い
く
際
の
基

本
ル
ー
ル
。

①
「
参
画
」
は
、
特
に
町
民
の
皆

　
様
が
、
町
政
に
関
心
を
持
ち
、

　
施
策
・
事
業
計
画
等
、
ま
ち
づ

　
く
り
の
過
程
に
自
主
的
・
主
体

　
的
に
関
わ
り
、
意
見
を
述
べ
る

　
等
決
定
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く

　
こ
と
。

　
「
協
働
」
は
、
３
者
が
役
割
と

　
責
任
を
自
覚
し
、
対
等
な
立
場

　
で
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
安
全

　
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

　
組
む
こ
と
。

②
継
続
し
た
周
知
に
よ
る
町
民
・

　
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要
。
具

　
体
的
に
は
、
出
前
講
座
や
各
事

　
業
に
お
い
て
、
意
見
交
換
を
実

　
施
す
る
な
ど
、
町
民
の
皆
様
が

　
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
こ

　
と
を
周
知
し
て
い
る
。

　
職
員
に
お
い
て
も
、毎
年
理
解
度

　
を
高
め
る
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　
町
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し

　
て
、
町
議
会
議
員
の
力
も
お
借

　
り
し
た
い
。

②
平
時
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、

　
災
害
時
は
給
水
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

　
物
資
配
給
場
所
、
D
M
A
T
の

　
S
C
U
展
開
場
所
な
ど
防
災
活

　
動
拠
点
と
想
定
し
、
整
備
拡
充

　
を
進
め
て
い
る
。

③
奈
良
県
が
作
成
し
た
中
小
河
川

　
を
加
味
し
た
洪
水
浸
水
想
定
区

　
域
図
を
反
映
し
、従
来
の
た
め
池

　
マ
ッ
プ
、地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
を
加
え
、冊
子
版
総
合
防
災
マ
ッ

　
プ
と
し
て
今
年
度
更
新
予
定
。

①
町
が
考
え
る
参
画
と
協
働
と
は

　
何
か
。

②
普
及
し
て
い
く
た
め
に
は
何
が

　
必
要
と
考
え
る
か
。

こ う  の い つ み

河野 伊津美

D
M
A
T
と
は…

　
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム Disaster M

edical 

　Assistance Team

の
頭
文
字
を
と
っ
て
略
し

　
て
「DM

AT

（
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
）」と
呼
ば
れ
て

　
い
ま
す
。

S
C
U
と
は…

　Staging Care Unit 

航
空
機
が
離
着
陸
で
き

　
る
施
設
に
臨
時
の
医
療
施
設
を
立
ち
上
げ
、

　
重
篤
患
者
等
を
被
災
地
域
外
へ
運
び
出
す
た

　
め
の
航
空
搬
送
拠
点
（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
自

　
衛
隊
機
な
ど
）
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住
宅
の
耐
震
化
に

対
す
る
支
援
を

防災対策

公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
場
所

緊急対応

　
　
地
震
防
災
と
し
て
重
要
な
住

宅
の
耐
震
化
を
進
め
る
こ
と
に
対

し
、耐
震
の
診
断
、設
計
、改
修
工
事

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
さ

れ
て
い
る
が
、町
の
予
算
は
数
件
分

で
あ
る
。住
民
の
皆
様
の
命
が
か

か
っ
て
い
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
国

や
県
の
補
助
金
に
限
ら
ず
町
単
独

予
算
に
よ
る「
公
助
の
力
」で
耐
震

化
促
進
を
図
れ
な
い
か
。

　
　
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
場
所
は
多
数
あ
る
が
、

施
設
内
の
設
置
場
所
が
周
知
で
き

て
い
る
か
不
安
で
あ
る
。小
中
学
校

で
は
休
日
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
を
さ
れ
て
お
り
、
万
一
の
場
合

は
窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

取
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
で
あ
る
。
一
刻
を
争
う
事
態
で

あ
る
の
で
屋
外
設
置
を
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

住
宅
の
所
有
者
は
耐
震
化
の
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
費
用

が
高
額
で
あ
り
改
修
が
で
き
な
い

等
の
課
題
が
あ
る
。今
後
は
耐
震

化
の
必
要
性
の
周
知
や
施
策
の
実

西
小
学
校
東
側

フ
ェン
ス
に
つ
い
て

学校施設
　
　
西
小
学
校
運
動
場
で
は
週
末

に
学
童
野
球
の
活
動
を
さ
れ
て
い

る
が
、
練
習
や
試
合
中
に
た
び
た

び
ボ
ー
ル
が
飛
び
出
し
民
家
に
入

り
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。以
前
は

樹
木
が
あ
っ
た
た
め
ボ
ー
ル
が
頻

繁
に
外
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。子
ど
も
た
ち
が

伸
び
伸
び
と
活
動
が
で
き
る
よ
う

何
か
手
立
て
を
講
じ
て
い
た
だ
け

な
い
か
。

　
町
長

 

教
育
長

　
フ
ェ
ン
ス
は
砂
埃
対
策
と
し
て

近
隣
住
民
に
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ

う
設
置
し
て
い
る
。
学
校
活
動
の

中
で
ネ
ッ
ト
を
超
え
て
ボ
ー
ル
が

民
家
に
入
る
事
象
は
起
こ
っ
て
お

ら
ず
、
特
に
対
応
は
考
え
て
い
な

い
。
施
設
の
現
状
に
合
わ
せ
て
利

用
願
い
た
い
。

　
町
長

町
内
小
中
学
校
で
は
各
校
１
台
増

設
し
、
各
校
２
台
を
設
置
し
多
く

の
学
校
で
は
１
台
は
屋
外
設
置
を

し
て
い
る
。
他
の
公
共
施
設
に
お

い
て
も
、
屋
外
に
設
置
で
き
る
所

か
ら
順
次
移
設
し
て
い
き
た
い
。

こ は ら か お る

小原　  薫　　

その他
質問事項

○
広
陵
町
か
ら
の
ラ
イ
ン

　
通
知
に
つ
い
て
（
熱
中
症

　
警
戒
ア
ラ
ー
ト
）

○
定
年
延
長
制
度
に
つ
い
て

施
体
制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
、
県

や
関
連
団
体
と
連
携
し
た
取
組
の

検
討
を
進
め
る
。



17

広陵町議会だより　127号

さ か ぐ ち と も よ し

坂口　友良

学
童
運
営
改
善
を

指
導
す
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
資
格
は

学童保育
　
　
専
門
職
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

す
べ
て
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
不
適
切

な
対
応
を
指
導
し
て
保
護
者
の
不

安
を
払
拭
さ
せ
、信
頼
感
を
取
り
戻

す
と
聞
い
て
い
る
。

　
学
童
ク
ラ
ブ
長
や
支
援
員
は
元

教
員
や
有
資
格
者
が
多
い
の
で
、そ

れ
ら
を
指
導
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
も
有
資
格
者
や
教
育
経
験
者
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
今
後
教
育
長
は
ど
う
考
え
て
い

く
の
か
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
は
、
教

室
の
ク
ラ
ブ
長
を
経
験
さ
れ
た
方

や
教
室
の
実
務
経
験
を
有
し
て
い

る
人
物
に
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
増
員
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
資
格

と
実
務
経
験
を
持
っ
て
い
る
者
を

あ
て
て
い
く
。

支
援
ス
タ
ッ
フ
、

指
導
員
に
も

研
修
体
系
を

教育研修
　
　
学
校
に
は
教
諭
以
外
に
も
支

援
ス
タ
ッ
フ
、
指
導
員
な
ど
教
育

に
関
す
る
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

総
合
的
な
町
学
校
教
育
の
評
価
向

上
に
尽
く
し
て
い
る
。

　
教
諭
に
は
体
系
的
な
研
修
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
ス
タ
ッ
フ
に
は
無

い
。

　
人
材
不
足
の
中
、
こ
の
中
か
ら

も
保
育
士
や
教
諭
と
し
て
活
躍
す

る
人
材
も
期
待
で
き
る
。

　
学
童
指
導
員
に
は
県
の
研
修
会

が
あ
り
、
実
績
も
あ
る
。
学
校
支

援
員
に
は
、
年
度
当
初
に
研
修
を

行
い
、
後
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
対
応
し
て

い
る
。
放
課
後
指
導
員
は
教
員
経

験
の
あ
る
主
任
指
導
員
や
指
導
主

事
が
相
談
に
乗
り
な
が
ら
運
営
し

て
い
る
。

 

教
育
長

 

教
育
長

　
業
務
員
が
７
名
、
学
校
支
援
員

48
名
、
子
ど
も
と
親
の
相
談
員
６

名
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
７
名
、
部
活
指
導
５
名
を
配
置

し
て
い
る
。
来
年
度
も
本
年
度
と

同
程
度
を
計
画
し
て
い
く
。

 

教
育
長

　
特
別
支
援
教
室
も
増
加
し
て
い

る
。来
年
度
に
向
け
て
予
算
取
り

も
ス
タ
ー
ト
す
る
が
計
画
は
ど
う

か
。

学
校
業
務
支
援
員

な
ど
の
配
置
は

学校人材
　
　
教
員
の
業
務
が
多
す
ぎ
て
支

援
員
の
配
置
が
始
ま
っ
た
。部
活

も
外
部
支
援
制
度
が
始
ま
る
な

ど
、
教
育
は
全
住
民
で
応
援
す
る

体
制
が
で
き
て
き
た
。

O
J
T
と
は
…

　
職
場
で
の
実
務
を
通
じ
て
必
要
な
知

　
識
や
技
術
、
態
度
な
ど
を
身
に
つ
け

　
さ
せ
る
教
育
方
法
で
す
。

研
修
体
系
は
ど
う
か
。
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さ さ い よ し あ き

笹井　由明
　
ト
の
寄
贈
を
受
け
る
予
定
で
あ

　
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用
し
て

　
い
く
。

　
終
活
情
報
登
録
制
度
に
つ
い
て

　
は
、
ま
ず
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

　
め
た
い
。

　
実
雇
用
人
数
は
９
人
、
雇
用
率

２
・
33
％
、
法
定
雇
用
率
は
２
・

８
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
達
成
に
必

要
な
雇
用
人
数
は
１・５
人
と
な
っ

て
い
る
。
本
年
４
月
に
は
会
計
年

度
任
用
職
員
の
採
用
に
至
っ
て
い

る
。

　
活
躍
推
進
計
画
に
あ
っ
て
は
、

策
定
後
４
年
を
経
過
し
て
お
り
、

今
年
度
改
定
を
予
定
し
て
い
る
。

　
雇
用
推
進
者
、
相
談
員
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
企
画
総
務
部
長
、

秘
書
人
事
課
長
を
選
任
し
定
期
的

に
面
談
に
応
じ
て
い
る
。

　
令
和
８
年
７
月
か
ら
の
法
定
雇

用
率
３
％
に
向
け
て
来
年
度
４
月

若
干
名
の
採
用
を
予
定
し
て
い
る
。

  

町
長

  

町
長

　
　
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
共

生
社
会
の
構
築
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

①
高
齢
者
の
活
躍
推
進
に
つ
い
て
、

　
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業

　
の
取
組
及
び
高
齢
者
活
躍
推
進

　
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
の
認

　
識
は
。

②
買
物
・
通
院
支
援
に
つ
い
て
、

　
運
転
免
許
証
返
納
後
の
支
援
に

　
つ
い
て
の
取
組
は
。

③
終
活
登
録
に
つ
い
て
、エ
ン
デ
ィ

　
ン
グ
ノ
ー
ト
の
配
布
等
の
取
組

　
は
。 高

齢
者
対
策
の

推
進
に
つ
い
て

高齢者福祉

障
が
い
者
の

雇
用
促
進
に
つ
い
て

障がい者
福祉

①
府
県
レ
ベ
ル
で
の
実
施
地
域
が

　
　
現
在
の
雇
用
人
数
と
雇
用

率
、達
成
に
必
要
な
人
数
は
。

　
障
が
い
者
活
躍
推
進
計
画
は
、

作
成
指
針
に
即
し
て
い
る
か
。

　
障
が
い
者
雇
用
推
進
者
、
職
業

生
活
相
談
員
の
選
任
と
任
務
及
び

今
後
の
採
用
計
画
は
。

その他
質問事項

防
災
関
連
助
成
事
業
の
　

実
績
と
要
望
に
つ
い
て

　
多
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
単

　
独
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

　
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
確
保
や

　
能
力
開
発
の
事
業
に
取
り
組
ん

　
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、

　
生
涯
現
役
支
援
窓
口
を
設
置
さ

　
れ
て
お
り
相
談
者
に
案
内
し
て

　
い
る
。

②
65
歳
以
上
の
免
許
証
自
主
返
納

　
者
に
対
し
、
広
陵
元
気
号
の
乗

　
車
回
数
券
ま
た
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ

　
Ａ
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
移
動
ス
ー
パ
ー
や
宅
配

　
サ
ー
ビ
ス
業
者
の
情
報
を
提
供

　
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
通
院
困
難
者
に
お
い

　
て
も
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
に
つ

　
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

③
民
間
事
業
者
が
発
行
す
る
ノ
ー
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お か も と て る た か

岡本　晃隆

広
陵
北
地
域
の

ま
ち
づ
く
り

進
捗
状
況

まちづくり
　
　①

広
陵
北
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
推

　
進
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

②
箸
尾
駅
周
辺
地
区
の
ア
ク
セ
ス

　
性
改
善
に
向
け
た
取
組
と
今
後

　
の
検
討
課
題
に
つ
い
て

①
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

　
お
い
て
、
箸
尾
準
工
業
地
区
と

　
寺
戸
地
区
を
産
業
集
積
拠
点
、

　
竹
取
公
園
周
辺
地
区
を
賑
わ
い

　
拠
点
、
箸
尾
駅
周
辺
地
区
を
交

　
通
・
商
業
拠
点
と
位
置
づ
け
、

　
そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
展
開
し
て
い

　
る
。

②
現
在
、
箸
尾
駅
前
線
の
道
路
線

　
形
の
見
直
し
や
駅
前
広
場
の
整

　
備
構
想
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

　
て
い
る
。

　
道
路
計
画
案
に
つ
い
て
、
道
路

　
用
地
の
地
籍
調
査
や
権
利
関
係

　
な
ど
で
、
事
業
化
の
際
に
支
障

　
と
な
る
事
案
が
な
い
か
の
確
認

　
作
業
を
進
め
て
い
る
。
実
現
の

　
可
能
性
が
確
認
で
き
た
段
階
で
、

　
地
域
に
道
路
計
画
案
を
示
し
た

　
い
と
考
え
て
い
る
。

　
に
つ
い
て

③
災
害
時
の
町
と
そ
れ
ぞ
れ
の
機

　
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
に
つ

　
い
て

④
個
別
避
難
支
援
計
画
の
把
握
に

　
つ
い
て

防
災
対
策
の

取
組
に
つ
い
て

防災対策
　

①
各
区
自
治
会
の
防
災
備
品
の
確

　
認
と
把
握
に
つ
い
て

②
校
区
別
避
難
訓
練
の
課
題
把
握

　
の
方
々
に
避
難
支
援
を
お
願
い

　
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り
、

　
常
に
行
政
と
地
域
が
状
態
を
確

　
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要

　
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
町
長

①
各
区
自
治
会
で
保
存
管
理
を
お

　
願
い
し
て
い
る
。

②
地
域
担
当
職
員
か
ら
報
告
を
受

　
け
、
次
年
度
の
訓
練
計
画
に
反

　
映
さ
せ
て
い
る
。

③
簡
易
無
線
機
や
地
域
担
当
職
員

　
及
び
関
係
機
関
を
通
じ
て
災
害

　
状
況
を
把
握
す
る
よ
う
に
し
て

　
い
る
。
広
域
支
援
で
は
、
奈
良

　
県
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用

　
す
る
。

④
全
体
を
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
地
域

　
町
長
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放
課
後
子
ど
も
育
成

教
室
の
改
善
を
求
め

る
請
願
に
つ
い
て

学童保育
　
　
６
月
議
会
で
請
願
者
は
「
放

課
後
子
ど
も
育
成
教
室
」
が
安
心

安
全
の
場
と
は
言
え
な
く
な
っ
た

こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
た
。ど
う

対
応
し
た
か
、
ま
た
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
採
用
に
つ
い
て
説
明
願
い
た

い
。

自
衛
隊
へ
の
名
簿

提
出
に
つ
い
て

個人情報

中
央
公
民
館
建
て

替
え
に
つ
い
て

中央公民館

　
　
本
人
や
保
護
者
の
了
解
を
得

な
い
で
18
歳
と
22
歳
の
個
人
情
報

を
紙
媒
体
で
自
衛
隊
に
提
供
す
る

の
は
や
め
、閲
覧
方
式
に
戻
す
べ
き

で
は
な
い
か
。防
衛
省
は
「
資
料
の

提
出
を
求
め
る
が
強
制
し
な
い
」と

言
っ
て
い
る
。

　
児
童
・
保
護
者
の
不
安
解
消
の

た
め
、
こ
ど
も
課
担
当
職
員
を
４

名
に
増
員
す
る
と
と
も
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
配
置
し
書
面
及
び
現
場

確
認
を
強
化
し
て
い
る
。
ま
た
学

校
と
の
協
議
を
進
め
真
美
一
小
附

属
幼
稚
園
の
一
室
を
確
保
し
た
。

 

教
育
長

　
防
衛
省・総
務
省
連
名
通
知
で
、

自
衛
官
の
募
集
に
関
し
必
要
な
資

料
と
し
て
住
民
基
本
台
帳
の
一
部

の
写
し
を
用
い
る
こ
と
は
住
民
基

本
台
帳
法
上
特
段
の
問
題
を
生
じ

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。今
年
度
か

ら
自
衛
隊
に
個
人
情
報
の
提
供
を

望
ま
な
い
場
合
の
除
外
申
請
に
応

ず
る
。

　
町
長

　
民
間
事
業
者
に
す
べ
て
の
権
限

を
委
譲
す
る
こ
と
は
な
い
。
住
民

参
加
に
よ
る
意
見
聴
取
も
実
施
す

る
予
定
だ
。
再
整
備
案
を
検
討
す

る
に
あ
た
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
住
民
参

画
は
出
来
て
い
る
。
今
後
詳
細
な

整
備
計
画
で
費
用
を
精
査
す
る
が

現
時
点
で
は
役
場
庁
舎
の
建
設
を

含
め
初
期
費
用
と
し
て
41
億
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

  

町
長

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
会
計
年
度
任
用

職
員
と
し
て
採
用
し
週
５
日
勤
務

し
雇
用
保
険
・
健
康
保
険
を
取
得

し
て
い
る
。
特
に
資
格
を
求
め
て

い
な
い
。

や つ お は る お

八尾　春雄
　
　
一
括
し
て
民
間
会
社
に
設
計
・

建
設
・
運
営
を
委
ね
る
P
F
I
方

式
で
な
く
、
自
治
基
本
条
例
や「
広

陵
町
の
公
民
館
建
替
及
び
文
化
芸

術
の
振
興
の
あ
り
方
に
関
す
る
答

申
」に
基
づ
い
て
、
町
民
の
参
加
を

図
り
、
町
民
・
事
業
者
・
関
係
機
関

と
の
連
携
、参
画
・
協
働
を
基
調
と

し
た
施
策
で
対
応
し
て
ほ
し
い
。全

自
治
会
・
大
字
に
説
明
し
て
住
民

合
意
を
図
る
べ
き
だ
。
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 こ  に し さ か  え

小西　栄枝

子育て環境

子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
に
つ
い
て

　
　
広
陵
町
に
は
猛
暑
日
が
続
く

夏
休
み
な
ど
に
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
集
え
る
場
所
や
、
放
課
後

を
過
ご
す
場
所
が
な
い
状
況
で
あ

る
。
今
の
環
境
で
、
子
ど
も
た
ち

の
心
身
共
に
健
や
か
な
成
長
に
影

響
は
。
対
策
は
。

　
　
具
体
的
な
提
案
に
回
答
を
求

め
る
。　

教育

不
登
校
児
童
へ
の

支
援

別
室
登
校
に
対
応
す
る
教
員
は

常
駐
か
。フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
支
援
補
助
金

は
検
討
し
て
い
る
か
。

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
が
な
い

こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、

広
陵
町
子
ど
も
計
画
の
内
容
に
盛

り
込
み
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

 

教
育
長

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
地

　
域
学
校
協
働
活
動
の
両
輪
で
、

　
地
域
の
方
が
学
校
に
入
っ
て
き

　
て
い
た
だ
い
て
見
守
っ
て
い
た

　
だ
く
と
い
う
方
向
で
進
め
て
い

　
き
た
い
。

②
健
診
の
時
な
ど
は
混
み
あ
う
こ

 
理
事
者

　
小
学
校
で
は
担
任
制
の
た
め
別

室
登
校
を
担
当
す
る
教
員
が
い
な

い
状
況
。中
学
校
は
教
科
担
任
制

の
た
め
、空
い
て
い
る
先
生
が
随
時

対
応
し
て
い
る
。文
部
科
学
省
か
ら

も
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
促

進
は
出
て
い
る
の
で
進
め
て
い
く
。

 

理
事
者

　
現
在
は
検
討
し
て
い
な
い
が
ニ
ー

ズ
が
増
え
て
く
る
と
思
う
の
で
研

究
し
検
討
す
る
。

 

理
事
者

①
学
校
施
設
の
開
放

②
さ
わ
や
か
ホ
ー
ル
一
階

③
広
陵
中
央
公
民
館
整
備
事
業
に

　
盛
り
込
む

④
集
会
所
や
公
民
館
の
活
用

⑤
竹
取
公
園
周
辺
で
の
室
内
遊
具

　
施
設
設
置

⑥
西
幼
稚
園
の
跡
地

　
と
と
、
さ
わ
や
か
ホ
ー
ル
の
設

　
置
目
的
外
で
の
使
用
は
難
し
い

　
が
、
公
民
館
機
能
の
移
転
計
画

　
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
何
か
す
る
こ

　
と
は
可
能
。

③
子
ど
も
た
ち
を
含
め
町
民
の
皆

　
さ
ん
が
集
え
る
場
所
を
含
め
考

　
え
て
い
く
。

④
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
を
設
置
い

　

た
だ
い
て
い
る
公
民
館
も
あ
る

　
の
で
、そ
の
例
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

⑤
民
間
活
力
を
導
入
し
て
進
め
て

　
い
く
た
め
の
調
査
を
今
年
し
た
い
。

⑥
子
ど
も
の
居
場
所
も
一
つ
の
選

　
択
肢
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
公
民

　
連
携
手
法
に
よ
り
公
募
を
行
う
。

　
今
年
10
月
に
地
元
説
明
会
を
実
施
。
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さ か  の よ し ひ ろ

坂野　佳宏
　
　
野
良
猫
の
保
護
活
動
を
さ
れ

て
い
る
方
か
ら
協
力
依
頼
を
受

け
、
去
勢
手
術
の
補
助
金
申
請
を

お
手
伝
い
し
た
。

　
奈
良
県
の
T
N
R
活
動
の
取
組

状
況
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

用
を
全
額
負
担
す
る
事
業
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。
本
町
も
、
毎
年
県

に
対
し
て
本
事
業
へ
の
参
加
表
明

を
行
い
、
地
域
で
捕
獲
さ
れ
た
猫

が
動
物
病
院
で
手
術
を
受
け
ら
れ

る
枠
を
確
保
し
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
奈
良
県
動
物
愛

護
管
理
推
進
計
画
に
お
い
て
、
野

良
猫
を
減
少
さ
せ
る
取
組
の
一
手

法
と
し
て
、
奈
良
県
と
協
働
し
て

T
N
R
活
動
を
支
援
し
、
地
域
に

住
ま
わ
れ
る
方
々
へ
の
猫
に
よ
る

被
害
を
減
ら
す
た
め
今
後
も
活
動

を
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
町
長

　
　
電
子
入
札
制
度
と
最
低
入
札

価
格
の
公
表
に
よ
り
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
く
じ
引
き
で
落
札
業
者

が
決
ま
っ
て
い
る
。
く
じ
引
き
も

パ
ソ
コ
ン
で
行
い
同
一
業
者
が
何

本
も
落
札
す
る
事
態
が
起
こ
っ
て

い
る
。

 

入
札
本
来
の
競
争
原
理
が
働
い

て
お
ら
ず
町
と
し
て
新
た
な
改
善

策
の
検
討
や
、く
じ
引
き
の
偏
り
も

対
策
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

私
見
と
し
て
、
最
低
制
限
価
格

の
不
記
載
や
入
札
ソ
フ
ト
の
変
更

等
は
ど
う
か
。

入
札
制
度
の

改
善
に
つ
い
て

入札制度

野
良
猫
の
T
N
R

活
動
に
つ
い
て

動物愛護

　
本
町
の
電
子
入
札
に
お
い
て
は
、

一
般
財
団
法
人
日
本
建
設
情
報
総

合
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用

し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
国

土
交
通
省
の
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム

の
使
用
を
基
本
と
し
て
お
り
、
全

国
８
０
０
団
体
以
上
の
公
共
機
関

で
利
用
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
く
じ
引
き
に
つ
い
て
も
こ

の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
実
施
し
て

お
り
、
す
べ
て
の
入
札
参
加
者
が

平
等
に
落
札
す
る
機
会
を
有
し
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で

あ
っ
て
も
同
一
業
者
が
複
数
の
入

札
に
お
い
て
落
札
業
者
と
な
る
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
も
の
と
考

え
て
お
り
、
改
善
の
余
地
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
公
正
な
価
格
競
争
に
対
応
す
る

件
に
つ
い
て
、
地
元
業
者
育
成
や

　
奈
良
県
で
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
T
N
R
活
動
が
行
わ
れ
て
お

り
、
実
施
可
能
頭
数
に
上
限
が
あ

る
が
、
地
域
に
戻
す
猫
の
手
術
費

　
町
長

T
N
R
活
動
と
は
…

　
動
物
の
殺
処
分
が
法
律
で
禁
止
さ
れ

　
た
た
め
、
去
勢
手
術
を
行
い
地
域
猫

　
と
し
て
見
守
っ
て
い
く
活
動
で
す
。

　
繁
殖
を
抑
制
し
て
絶
対
数
を
減
ら
し

　
野
良
猫
を
な
く
す
も
の
で
す
。

業
者
減
少
等
の
課
題
を
抱
か
え
て

い
る
本
町
に
お
い
て
は
、
現
在
の

方
法
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
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ICT教育

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
恩
恵
を

幅
広
く

以　
令
和
元
年
に
文
部
科
学
省
主

導
で
児
童
生
徒
に
1
人
1
台
の
Ｐ

Ｃ
端
末（
以
下
、端
末
）を
整
備
す
る

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想（
以
下
、

構
想
）
が
始
ま
っ
た
。
本
町
は
構

想
の
奈
良
県
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で

あ
り
た
い
と
い
う
意
気
込
み
を
令

和
3
年
7
月
議
会
で
聞
い
た
が
、

想
い
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

以　
構
想
発
表
時
に
、
当
時
の
文

部
科
学
大
臣
が「
P
C
端
末
は
鉛

筆
や
ノ
ー
ト
と
並
ぶ
マ
ス
ト
ア
イ

テ
ム
」
と
表
現
し
て
お
り
、
各
先

生
の
得
手
不
得
手
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
達
の
学
習
体
験
に
差
が
出
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

端
末
活
用
に
つ
い
て
は
学
年
ご

と
、
科
目
ご
と
に
差
が
出
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
細
か
く

分
類
し
て
把
握
す
べ
き
で
は
。

以　
そ
の
数
値
を
基
礎
に
、
ど
の

学
年
、
ど
の
科
目
で
ど
の
程
度
の

活
用
度
合
い
を
目
指
し
て
い
く
の

か
策
定
し
、
具
体
的
な
目
標
に
向

け
て
達
成
状
況
の
管
理
が
必
要
で

は
な
い
か
。

以　
1
人
1
台
に
端
末
が
配
置
さ

れ
る
と
、子
ど
も
達
の
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
が
、

対
応
は
。

以　

端
末
導
入
か
ら
4
年
経
ち
、

先
生
毎
に
活
用
状
況
に
大
き
く
差

が
出
て
い
る
と
聞
く
が
ど
う
か
。

活
用
状
況
の
差
は
認
識
し
て
い

る
が
、授
業
の
質
に
差
異
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。し
か
し
、同
学
年
内

で
活
用
状
況
に
差
が
あ
る
の
は
問

題
だ
と
考
え
て
い
る
。

理
事
者

活
用
率
の
平
均
値
し
か
報
告
で
き

て
い
な
い
が
、ご
指
摘
の
方
法
で
把

握
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

現
状
は
小
学
校
、中
学
校
で
の

理
事
者

必
要
と
考
え
る
。

理
事
者

変
わ
り
な
い
。

理
事
者

　
　
全
町
的
に
構
想
を
進
め
て
い

く
た
め
に
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
推
進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
推
進
委
員
会
で
共
有
さ
れ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
き
ち
ん
と
各
学
校

に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識

だ
が
、
実
際
行
わ
れ
て
い
る
か
は

把
握
で
き
て
い
な
い
。

理
事
者

S
N
S
利
用
時
の
注
意
点
や
個

人
情
報
や
位
置
情
報
の
発
信
リ
ス

ク
等
事
例
を
も
と
に
考
え
て
も
ら

え
る
授
業
を
実
施
い
た
だ
い
て
い

る
ク
ラ
ス
も
あ
る
。

理
事
者

ち ぎ た    　 し ん や

千北　慎也

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
と
は
…

　
特
定
の
分
野
に
関
す
る
知
識
や
ス
キ

　
ル
を
身
に
つ
け
、
正
し
く
使
い
こ
な

　
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
教
育
の
こ

　
と
で
す
。
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学
校
施
設
を
含
め
た
体
育
館
13

　
町
長 体

育
館
に
ク
ー
ラ
ー

の
設
置
を

防災対策
　
　

熱
中
症
は
、気
温
が
上
昇
す

る
夏
季
に
特
に
危
険
で
あ
り
、体

育
館
は
地
域
の
避
難
所
と
し
て
使

用
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
か

ら
、高
齢
者
の
命
と
健
康
を
確
保

す
る
た
め
に
も
冷
房
設
備
の
設
置

す
る
こ
と
を
問
う
。

防災対策

避
難
所
の
案
内
看
板

に
つ
い
て

　
　
災
害
時
は
避
難
所
等
を
す
ぐ

認
識
し
、
迅
速
な
避
難
行
動
に
移

せ
る
よ
う
誘
導
す
る
た
め
に
、
全

避
難
所
等
に
目
立
つ
案
内
看
板
の

必
要
性
を
問
う
。

た に う ち か ず あ き

谷内　和昭

施
設
に
つ
い
て
は
空
調
設
備
が
な

い
。他
の
自
治
体
な
ど
で
体
育
館
に

空
調
設
備
を
導
入
し
た
事
例
が
複

数
あ
り
、こ
う
し
た
事
例
を
参
考
に

各
施
設
管
理
者
と
の
協
議
を
進
め

併
せ
て
財
源
の
確
保
、活
用
で
き
る

補
助
金
等
の
研
究
な
ど
を
行
い
、設

置
に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討
す
る
。

　
　
今
後
の
大
災
害
に
備
え
て
想

定
さ
れ
る
最
大
避
難
者
数
等
を
基

に
、
必
要
な
災
害
直
後
の
適
切
な

「
携
帯
ト
イ
レ
」
の
使
用
方
法
の

必
要
性
と
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
量

と
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
設
備
を
問

う
。

携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
と

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
に

つ
い
て

防災対策

充
実
を
図
る
。 

使
用
方
法
は
、

Ｈ
Ｕ
Ｇ
な
ど
の
避
難
所
運
営
訓
練

や
普
及
教
育
を
充
実
さ
せ
る
。
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
西
谷
公
園
４

基
、
他
指
定
避
難
所
は
改
修
工
事

等
を
行
う
場
合
に
検
討
す
る
。

の
看
板
に
経
年
劣
化
が
見
受
け
ら

れ
る
。
本
年
度
に
国
庫
補
助
が
採

択
さ
れ
た
総
合
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
に
加
え
避
難
所
案
内
看
板
を
、

年
度
内
に
す
べ
て
更
新
ま
た
は
新

設
す
る
。

　
町
内
指
定
避
難
所
18
箇
所
の
う

ち
13
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

設
置
か
ら
年
数
が
経
過
し
す
べ
て

　
町
長

　
能
登
半
島
の
被
災
地
で
は
、
長

期
に
わ
た
り
断
水
が
続
き
、
通
常

の
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
い
こ
と

か
ら
携
帯
ト
イ
レ
が
使
用
さ
れ
、

衛
生
面
の
確
保
や
汚
物
処
理
に
大

き
く
貢
献
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験

を
踏
ま
え
今
後
に
向
け
て
備
蓄
の

　
町
長

その他
質問事項

○
介
護
や
障
が
い
者
施
設
の

　
携
帯
ト
イ
レ
等
の
備
蓄

○
放
課
後
子
ど
も
育
成
教
室

　
の
防
災
対
策
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5
歳
児
健
診
の

導
入
に
つ
い
て

発達支援
　

①
発
達
障
害
児
へ
の
必
要
な
支
援

　
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
、
早
期

　
発
見
・
早
期
支
援
が
大
切
で
あ

　
る
。

　

「
５
歳
児
健
診
の
導
入
」
と

　

「
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
」

　
に
つ
い
て
伺
う
。

②
乳
幼
児
か
ら
高
齢
期
ま
で
「
切

　
れ
目
の
な
い
支
援
」
を
継
続
す

　
る
に
は
、
支
援
情
報
を
電
子
化

　
す
る
必
要
が
あ
る
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

見守り
　
　
素
晴
ら
し
い
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、課
税
対
象
者
で
あ
っ
て
も
、何

ら
か
の
方
法
で
、利
用
で
き
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
。

　
町
長

　
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

警
備
会
社
は
、複
数
あ
る
。内
容
も

充
実
し
て
お
り
、
選
択
肢
の
1
つ

と
な
る
。サ
ー
ビ
ス
を
課
税
世
帯

に
ま
で
広
げ
る
と
、
町
負
担
が
大

き
な
も
の
に
な
る
た
め
、
現
在
は

非
課
税
世
帯
を
対
象
と
考
え
て
い

る
。　　

物
忘
れ
の
あ
る
高
齢
者
等
を
対
象

と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

  

町
長

　
町
と
し
て
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。
今
年

度
中
に
、
書
き
方
講
座
を
実
施
し
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
の
実
施

事
業
と
し
て
進
め
て
い
く
。
郵
便

物
確
認
と
役
所
の
手
続
き
代
行
に

つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
、

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
中
で
、

①
本
町
に
お
い
て
、
5
歳
児
健
診

　
を
行
う
に
は
、
医
師
や
専
門
職

　
の
確
保
が
難
し
い
。
現
段
階
で

　
は
「
切
れ
め
の
な
い
相
談
支
援

　
体
制
」と「
継
続
支
援
」が
重
要

　
と
認
識
し
て
い
る
。
5
歳
か
ら

　
6
歳
の
架
け
橋
期
の
子
ど
も
に

　
つ
い
て
は
5
歳
児
の
幼
稚
園
・

　
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
先
生
方

　
と
、
1
年
生
の
小
学
校
の
先
生

　
方
が
一
緒
に
な
っ
て
、
架
け
橋

　
委
員
会
の
中
で
情
報
を
共
有
し

　
て
い
る
。

②
情
報
は
す
で
に
電
子
化
さ
れ
て

　
い
る
が
、
枠
を
超
え
て
の
情
報

　
共
有
に
は
、
個
人
情
報
の
壁
が

　
あ
る
。

  

町
長

よ し む ら ま ゆ み

吉村 眞弓美
加
す
る
現
状
で
、
終
活
支
援
の
仕

組
み
と
い
う
も
の
は
、
今
後
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
展
開

す
る
際
に
は
、
高
齢
者
の
方
は
、

書
類
を
作
成
す
る
と
い
う
こ
と
が

苦
手
で
あ
る
の
で
、
是
非
と
も
郵

便
物
確
認
と
役
所
の
手
続
き
代
行

を
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
組
み
込
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

高
齢
者
の

終
活
支
援
に
つ
い
て

終活支援
　
　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
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P
P
P
と
は
…

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
い
て
政

　
府
と
民
間
企
業
が
協
力
す
る
枠
組
み

　
で
す
。
財
政
資
金
の
有
効
活
用
や
行

　
政
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
利
用
さ

　
れ
ま
す
。

　
の
カ
フ
ェ
、
そ
し
て
手
法
の
活

　
用
で
の
事
務
負
担
軽
減
や
、
利

　
用
者
増
に
お
い
て
も
、
経
費
削

　
減
に
繋
が
れ
ば
、
積
極
的
に
連

　
携
し
て
い
く
。
連
携
で
の
諸
事

　
業
に
お
い
て
も
当
初
の
見
込
み

　
以
上
の
高
い
成
果
が
出
て
い
る

　
の
も
あ
る
。
そ
し
て
、
先
進
的

　
施
策
と
し
て
注
目
さ
れ
て
各
自

　
治
体
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
る

　
が
、
し
か
し
満
足
し
な
い
で
更

　
に
十
分
精
査
研
究
し
て
行
っ
て

　
い
く
。

②
行
政
と
民
間
が
双
方
の
視
点
で

　
共
に
検
討
し
て
、
同
時
に
職
員

　
の
意
識
改
革
、
知
識
の
習
得
、

　
事
業
評
価
及
び
意
見
交
換
の
定

　
例
会
議
を
設
け
て
政
策
担
当
も

　
同
席
さ
せ
て
適
切
な
事
業
運
営

　
の
た
め
の
指
導
を
継
続
的
に

　

行
っ
て
い
く
。

　
町
長

　
　
官
民
（
公
民
）
連
携
Ｐ
Ｐ
Ｐ

は
行
政
と
民
間
が
連
携
し
て
民
間

の
多
様
な
ノ
ウ
ハ
ウ
技
術
の
活
用

で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
財
政

資
金
の
効
率
的
使
用
を
図
る
手
法

と
認
識
し
て
、
以
下
を
問
う
。

①
本
町
の
連
携
の
現
況
の
詳
細
、

　
完
成
済
の
公
有
地
売
却
で
の
私

　
も
提
案
推
進
し
た
。

イ　
長
龍
ブ
リ
ュ
ー
パ
ー
ク
開
業

ロ　
箸
尾
工
業
団
地
の
整
備
及
び

　
　
８
社
の
企
業
誘
致
の
実
施

　
今
後
の
連
携
Ｐ
Ｐ
Ｐ
で
の
公
民

　
館
再
整
備
に
係
る
予
算
化
、
今

　
後
も
連
携
は
多
岐
と
な
る
の
で

　
重
要
な
こ
と
は
公
民
連
携
は
手

官
民
（
公
民
）
連
携

の
現
況
と
今
後

公民連携

①
連
携
実
施
済
の
指
定
管
理
者
制

　
度
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
は
し

　
お
元
気
村
マ
ル
シ
ェ
、
図
書
館

あ お  き よ し か つ

青木　義勝

　
法
で
あ
る
の
で
発
注
者
は
町
当

　
局
で
あ
る
ゆ
え
、
業
者
の
ア
ド

　
バ
イ
ス
提
案
を
ま
る
飲
み
で
な

　
く
厳
し
く
議
論
す
る
。そ
し
て
、

　
結
果
と
し
て
町
民
使
用
者
に
高

　
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
目
的
で

　
あ
る
と
、
強
く
指
摘
を
す
る
。

②
以
前
、
委
託
の
放
課
後
子
ど
も

　
育
成
教
室
に
関
わ
る
改
善
の
請

　
願
が
提
出
さ
れ
、
議
会
で
全
会

　
一
致
採
択
さ
れ
た
件
の
反
省
を

　
踏
ま
え
て
、
受
託
者
に
厳
し
く

　

指
導
監
督
す
る
知
識
能
力
を

　

取
得
し
た
職
員
が
不
可
欠
で

　
あ
る
の
で
そ
の
育
成
の
取
組
を

　
伺
う
。
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民
間
委
託
会
社
の

学
童
ク
ラ
ブ
の

研
修
体
制
に
つ
い
て

学童クラブ
　
　①

民
間
委
託
業
者
が
指
導
員
に
さ

　
れ
て
い
る
研
修
内
容
に
つ
い
て

　
保
育
理
念
に
基
づ
い
た
研
修
内

　
容
か
町
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
請
願
を
受
け
て
委
託
業
者
が
改

　
善
さ
せ
る
と
報
告
が
あ
っ
た
が

　
点
検
は
。

②
来
年
の
待
機
児
童
が
出
る
対
策

　
と
し
て
他
の
民
間
業
者
を
募
る

　
計
画
だ
が
、
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

　
と
同
じ
で
は
子
ど
も
達
や
保
護

　
者
に
混
乱
が
起
き
る
。民
設
民

　
営
で
は
保
護
者
の
要
望
が
届
か

　
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
専
門
家
の
ご
指
導
を
い
た
だ
く

高
齢
者
支
援
に

つ
い
て
４
問

高齢者
　
　①

生
活
困
窮
者
対
策
と
し
て
ク
ー

①
民
間
委
託
会
社
は
運
営
方
針
を

　
も
と
に
研
修
体
制
を
実
施
し
て

　
い
る
。
よ
り
実
務
に
即
し
た
内

　
容
を
実
施
し
て
い
て
毎
週
報
告

　
を
受
け
て
い
る
。

②
新
た
な
民
間
事
業
者
が
参
入
さ

　
れ
た
場
合
、
町
の
補
助
事
業
と

　
し
て
事
業
運
営
を
さ
れ
る
も
の

　
と
し
て
想
定
。
保
護
者
の
相
談

　
等
を
受
け
必
要
に
応
じ
て
指
導

　
を
行
う
。

　
町
長

①
国
や
県
の
給
付
が
あ
れ
ば
速
や

　
か
に
給
付
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

②
さ
さ
え
愛
の
会
議
で
も
取
り
上

　
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
必
要
が
あ

　
れ
ば
情
報
提
供
し
て
い
く
。

③
医
療
機
器
と
比
べ
て
安
価
で
あ

　
り
町
単
独
で
の
補
助
は
検
討
し

　
な
い
。

　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
活
用
。

④
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
町
営
住

　
宅
は
疋
相
団
地
に
集
約
し
て
建

　
て
替
え
す
る
方
向
で
進
め
て
い

　
る
。

　
家
賃
補
助
は
国
、
県
及
び
民
間

　
活
力
の
導
入
に
よ
る
住
宅
セ
ー

　
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
住
宅
確
保
要

　
配
慮
者
へ
の
促
進
策
と
し
て
供

　
給
促
進
等
が
な
さ
れ
て
い
る
た

　
め
支
援
制
度
の
さ
ら
な
る
充
実

　
に
向
け
て
民
間
業
者
と
共
に
進

　
め
て
い
く
。

  

町
長

　
ラ
ー
代
な
ど
の
電
気
代
の
支
援

　
や
冬
場
の
暖
房
費
の
支
援
を
。

②
買
い
物
支
援
策
と
し
て
、「
と

　
く
し
丸
」
な
ど
の
周
知
を
。

③
軟
骨
伝
導
式
補
聴
器
を
宇
陀
市

　
は
認
知
症
対
策
と
し
て
支
援
を

　
し
て
い
る
。
広
陵
町
で
も
支
援

　
を
。

④
高
齢
者
の
家
賃
補
助
や
地
震
対

　
策
の
た
め
老
朽
化
の
激
し
い
町

　
営
住
宅
建
て
替
え
の
検
討
が
緊

　
急
に
い
る
の
で
は
。

み つ よや ま だ

山田 美津代

　
こ
と
も
検
討
を
。
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町
陵
広

り
よ
だ
会
議

No.
１
２
７

9
月
定
例
会

発
行
／
広
陵
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

令
和
６
年
11
月
１
日

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長　

笹
井　

由
明

副
委
員
長　

谷
内　

和
昭

委　
　

員　

河
野　

伊
津
美

委　
　

員　

八
尾　

春
雄

委　
　

員　

坂
口　

友
良

委　
　

員　

小
西　

栄
枝

広陵町ホームページ
https://www.town.koryo.nara.jp

議
会
日
誌

議会からのお願い 議会だより取材のため、腕章を着用した議員または事務局員が写真撮影に伺う
ことがございます。その際は、どうかご理解とご協力をお願いいたします。

21
日　
全
員
協
議
会

26
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
第
2
回
臨
時
会

28
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
常
任
委
員
長
会

28
日　
国
保
中
央
病
院
組
合
議
会

　
4
日　
第
3
回
定
例
会（
初
日
）

10
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
第
3
回
定
例
会（
２
日
目
）

11
日　
第
3
回
定
例
会（
３
日
目
）

12
日　
第
3
回
定
例
会（
４
日
目
）

　
　
　
決
算
審
査
勉
強
会

17
日　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
厚
生
建
設
委
員
会

18
・
19
日

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

26
日　
議
会
運
営
委
員
会　

　
　
　
第
3
回
定
例
会（
最
終
日
）

　
2
日　
第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

10
日　
第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

17
日　
第
３
回
広
報
編
集
委
員
会

23
日　
奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
合
同
全
議
員
研
修
会

24
日　
北
葛
城
郡
・
生
駒
郡

　
　
　
　
町
議
会
議
員
合
同
研
修
会

28
日　
議
員
懇
談
会

29
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
第
３
回
臨
時
会

8
月

9
月

10
月

東
小
学
校
附
属
幼
稚
園

運
動
会

稲
刈　
箸
尾
お
こ
め
く
ら
ぶ

真
美
ケ
丘
第
一
小
学
校
区

防
災
訓
練

　

9
月
25
日
に
広
報
編
集
委
員
3
名
で
令
和

6
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加
し
、

読
ん
で
も
ら
う
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
、

ま
た
議
員
一
人
一
人
が
町
へ
取
材
に
出
て
住

民
さ
ん
の
生
の
声
を
聴
き
、
議
会
だ
よ
り
を

住
民
自
治
の
窓
口
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
大
き
な
気
づ
き
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
す
べ
て
の
自
治
体
で
発
行

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
中
、
広
陵
町
の
議
会
だ
よ
り
は
今
年
で
30

周
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
議
員
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
長
き

に
わ
た
り
発
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
感
謝
の

気
持
ち
と
共
に
、
時
代
に
合
わ
せ
て
読
ま
れ

る
議
会
だ
よ
り
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

住
民
の
皆
様
の
声

を
聞
き
、
よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
に

繋
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

取
材
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。


